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白い結婚ののち出戻った令嬢ですが、策士な王太子殿下の閨教育係を拝命しました









［著］真波トウカ

［イラスト］深山キリ














　もくじ





第一章　情事の指南はお任せください！（処女だけど）

第二章　閨にキスは必要ですか？

第三章　道具ってなにに使うんですか!?

第四章　運命の星を手に入れました！



終章


















第一章　情事の指南はお任せください！（処女だけど）












　マルティナはこの一ヶ月間、生家でひどく肩身の狭い思いをしていた。

　父の勧めた相手の元へ嫁いだものの、たった一年で離縁されて領地に舞い戻る羽目になったからである。

　当主である父の落胆は大きく、顔を合わせるたびにぎろりと鋭い目つきで睨まれる。それがどうにも居心地が悪くて、用事があるとき以外はほとんど自室にこもりきりになっていた。

　だから、父から書斎に呼びつけられたときには、いよいよ罵声を浴びせられると覚悟した。

　しかし対面した父は思いのほか機嫌が良さそうだった。

「マルティナ、喜ぶといい。お前の進退が決まった」

「それはありがたいことですわ」

　マルティナは内心安堵する。

　結婚の失敗を少しでも挽回し、伯爵令嬢として父の信頼を回復させたい。

（まさかもう新しい縁談が？　それよりはどこかのご令嬢の家庭教師とかだったらいいのだけれど……）

　と、ドキドキしながら続きを待つが――。

「エリアス王太子殿下から、お前を閨の教育係に任命するとお達しが来ている」

「は……」

　続けられた言葉は思いも寄らないものだった。

　父が見せてきた仰々しい封書にはたしかに王家の紋が添えられており、直筆のサインはエリアスのものに間違いない。

　久しぶりに見た彼の字に、自然と眉根が寄った。

　マルティナ・シェナストは、ノルステネシア王国の南部に領地を持つシェナスト伯爵家の一人娘である。

　現在二十一歳。腰の下まである真っ直ぐで艶やかな黒髪に、つり目がちなすみれ色の瞳が印象的な美女だ。ともすればきつく見える容姿だが、マルティナは自分の外見を気に入っていた。かわいらしいとはあまり形容できないけれど、隙がないと思われるくらいでちょうどいい。伯爵家の令嬢たるものなめられたら終わりである。

　令嬢としての矜持は、すべて父の教育の賜物だ。

　シェナスト伯爵家当主である父はこの家系に誇りを持っており、幼いころからシェナスト家の人間かくあるべしと、マルティナに教えを説いてきた。

　マルティナの母は身体が弱く、五歳の彼女を遺して亡くなっている。だからマルティナの価値観は父の考えに深く影響を受けていた。

　後ろに撫でつけた黒髪に白いものが混じってきた父だが、瞳の色も眼光の鋭さもマルティナとよく似ている。

　縁談は父がお膳立てしたものだった。

　王立高等学園の博士課程を卒業後、四歳上のドルフ・オルソン辺境伯との結婚が決まったのだ。

　マルティナ自身は会ったこともない人物だったが、父はある人から熱のこもった推薦をされたらしく、こんなにいい相手はいないと豪語した。

　意見を言う隙もないまま縁談は進み、あっという間にオルソン領へ嫁ぐことになったのだが、相手は結婚に乗り気ではなかったらしく、ほとんど家に寄りつかないすれ違いの生活が始まる。

　どうやら、ドルフは外に愛人がいるらしい。

　時折朝帰りの彼と顔を合わせれば、きつい香水の香りを漂わせていたからだ。

　それは別に構わない。愛人なんて何人でも作ればいい。ただし、当主としての務めを果たすのならば、だ。

　まずは話し合いを持とうと何度も持ちかけた。

　そのたびにのらりくらりと躱かわされて、一年。一方的に離縁が言い渡されたのである。

　もちろん反発したが、まともな協議もできず、決定は覆らなかった。

「別にいいじゃないか。きみだって、僕のこと好きじゃないだろう？」

　なぜ離縁しなければならないのか。改善できる点はないのか。問い詰めて出てきた言葉がこれだ。

　――当たり前じゃない!!

　マルティナは叫び出したくなった。

　顔も知らなかった相手との結婚だ。恋愛感情なんてあるはずがない。それでも、シェナスト家の令嬢として正しい道だと思ったから、文句も言わずに結婚したのに――。

　のこのこと帰ってきたマルティナに父ががっかりしているのは火を見るよりも明らかだった。

　――お前はどうしていつもそう不出来なのだ。

　父の視線に晒されるたびにそう言われている気がして、ちくちくと胸が痛む。

　そうして自然と自室にこもる日が多くなり、今日に至った。

　父はどこか誇らしげだが、まさかこんな話を切り出されるなんて。

「エリアス王太子殿下へのご指導を賜るなんて、お前も結婚した甲斐があったというものだ」

「それは――」

「もちろん、申し出をお受けするよな。マルティナ？」

「……はい」

　期待のこもった目に、やりたくないなんて言えるはずもなくて。

　マルティナは、結婚において父が一番期待していた懐妊に至ることができなかった。

　それもそのはず、ドルフはマルティナに指一本だって触れなかったのだから。

　――あなたはオルソン辺境伯として跡継ぎを作る務めを果たすべきです。

　何度も訴えたがすべてへらへらと流され、そして、婚姻生活は白い結婚のまま幕を閉じたのだった。






「なんでこんなことになるのよ……！」

　書斎をあとにしたマルティナは自室に入るなり、先ほどまでの凜とした態度を一変させてぼふっと寝台に突っ伏した。

　閨教育。――しかも、エリアスの？

「そんなもの必要ないでしょうに……」

　脳裏に浮かぶエリアスはいつだって女性に囲まれていた。

　マルティナが彼と出会ったのは十六歳のときだ。

　学業に秀でた王侯貴族の子息令嬢だけが通うことのできる王立高等学園。その通常課程を卒業し、マルティナはそのまま博士課程へと進んだ。

　そこで同じクラスになったのがエリアス――エリアス・フォン・ノルステネシア王太子殿下である。

　彼は学園の有名人で、その噂は以前よりマルティナの耳にも入ってきていた。

　学業のみならず、馬術や剣術においても最高クラスの成績を残し、学内のチェス大会でも弁論大会でも優勝者として名を連ねていると。

　その上、王太子という立場であるのにも関わらず、誰に対しても温厚で気さくなのだとか。

　おまけにとんでもない美貌の持ち主ときている。

　彼のまわりにはいつも女生徒たちが群れをなしていて、人溜まりがあるときっとあの中心にはエリアスがいるのだろうと推測できるほどだった。

　なんにせよ、自分とは別の世界の住人だ。

　当時のマルティナには、有名人の一挙一動にかまけている暇はまったくなかった。

　幼少期より続けてきた天文学の研究を論文にまとめるために必死だったからだ。

　父ははじめからマルティナの進学に乗り気ではなかった。

　――学業に励むのも大事だが、そろそろシェナスト家の娘としての責務についても考えてはどうだ。

　本を読むマルティナを見て、ため息交じりにそう言っていた。

　責務とはつまり結婚のこと。

　貴族令嬢たるもの、いつかは嫁がなくてはいけない。けれど結婚すれば研究は自由にできなくなるだろう。

　博士課程は四年間で、二十歳になったら卒業だ。

　それ以降天文学に触れられないなんてぞっとする。

　進学した生徒の中には、あと四年も学生でいられることを人生の休息だと思っている者もいたが、マルティナには休息どころか、今後の人生を決める一番大事な期間である。時間はいくらあっても足りない。

　この四年間で、なにか結果を残さないと。

　父を納得させられるだけの実績を得て、結婚を引き延ばし、まだ研究を続けたい。

　暇があれば学術書を読んだり、天体観測の結果をまとめて論文を書いたりしているマルティナは、完璧超人で色男の王太子なんて眼中になかった。

　けれど。

「それ、なにを読んでいるの」

　講義が終わってなお教室の机にかじりついていると、涼しげな声がした。

　はっとして顔をあげれば、隣にはあのエリアスが座っているではないか。

「っ……」

　エリアスは胸のあたりまである長い金髪をうなじでひとつに結んでおり、昼下がりの日光にそれがきらきらと輝いていた。あまりの眩しさに、しばらく細かい文字列しか見ていなかった目が慣れない。

　少したれ目がちな瞳はエメラルドをはめこんだような緑色。形の良い唇はわずかに微笑みをたたえていた。

（モテるはずだわ）

　完璧超人の王太子は、噂通り見た目まで完璧だった。

　一分の隙もない美しさだというのに、柔和な目元や表情は親しみやすさも覚える。これはまわりの令嬢が放っておかないはずだ。

「……お一人なんですね」

「え？」

「いえ……いつも女性と一緒にいらっしゃるから」

「僕だってずっと女の子といるわけじゃないよ」

　エリアスはおかしそうに肩を揺らす。

　直接的で失礼なことを言ったかと気づいてひやひやしたが、そんなことを気にする性格ではないようだ。

（頭が良くて、顔も良くて、性格も……なんて、神さまはずいぶん贔屓ね）

　それとも、はじめから持ち得た能力が、彼の内側を瑕疵かしなく育てたのだろうか。

「これは、天文学についての学術書を読んでおりました」

「天文学？　きみ、そっちが専門なのか」

「ご興味がおありですか？」

「あまり知らない分野だ。具体的にはどういう研究をしているの？」

　自分の打ち込んでいることに興味を持たれて悪い気はしない。

　マルティナは自分が進めている研究についてかいつまんで話した。

　天文学は平たく言えば、星など天体についての学問だ。星の中でも、マルティナが特に専門としているのが彗星の研究である。

　現在は、数種類の彗星の欠片から割り出した成分に類似性を見つけ、そこから軌道周期に規則性を見つけられないかという研究をしていた。

「これが星の軌道についての本で、こちらが個人的にまとめた数値になります」

「実際の星の動きが記されているね。どうやって割り出したの？」

「自分で天体観測したものを参照しています」

「ずいぶん膨大な数だけど、頻度は？」

「毎日です。寝る前の日課なので」

　エリアスはぽかんとする。

「え、毎日って、毎日？　寝る前に星空を眺めるのが？」

「そうです」

「それ、人を集めて共同研究にできるといいね。複数人で観測したらきみの負担も少し減るよ」

　合理的な考えだ。けれど自分とは相容れない。

　星に向き合うあの時間こそが、この学問の醍醐味なのに。

　エリアスに悪意は微塵もないのだろうが、結局、彼は自分とはまるで別の世界の人間なのだという気持ちが強くなる。

「そうですね。そうかもしれません」

　曖昧な返事をしながら、エリアスと話すことは二度とないだろうと考えていた。

　しかし翌日、同じ場所で本を開いているとまた隣にエリアスが腰掛けてくる。

「やあマルティナ、星っていうのは綺麗だな。あれほど輝きに個体差があるとは思わなかった」

「え……もしかして、天体観測をしたんですか？」

「小さいけれど望遠鏡があったからね。自室の窓からでも結構鮮明に見えるものなんだな。今まで夜空なんて意識したことがなかったけれど、見始めると飽きない」

「っ、そう！　そうなんです！　星ってずっと見ていられるんですよ！」

　思わず身を乗り出すと、エリアスは驚いたように目をしばたたかせたのち、にこりと微笑みかけてくる。

「きみは星が好きなんだな」

　なにが気に入ったのか、それからエリアスはたびたびマルティナに話し掛けてくるようになった。

　彼の知識は日に日に増え、すぐにマルティナと対等な話ができるようになる。

　今まで天文学について話せる人がいなかったから、エリアスとの会話はとても楽しくて充実していた。

　けれど星の話をするとき以外のエリアスはいつも通り多くの人に囲まれている。

　結局、彼は雲の上の人なのだ。

　当たり前の事実にわずかな寂しさを感じたのは、エリアスに少しだけ近づいてしまった弊害かもしれない。

　自ら光る星を恒星という。例えば太陽がそうだ。太陽はいつだって明るくまわりを照らすけれど、その光は強く、近づきすぎれば身は焼かれてしまう。だからこうして遠巻きに眺めるくらいでちょうどいいのだ。

　不釣り合いな感情をそう自制した。

　風向きが変わったのは、卒業を半年ほど先に控えたときのことだった。

　博士課程のいくつかの専門分野は、毎年任意で卒業論文を提出することになっている。マルティナは研究を論文にまとめるための追い込みにかかりはじめていた。

　天文学分野において、マルティナは最上位の成績を取りたいと必死だった。父が「そんなに打ち込んでも一番になれるはずがない」と漏らしていたからだ。

　反対に言えば、一番を取れば、研究を続けていいと認めてもらえるかもしれないと思った。

　そんなある日、

「僕も天文学の論文を書こうと思うんだ」

　エリアスにそう告げられた。

「そう……ですか」

　たちまち心の中にもやもやとした黒い感情が渦巻いていく。

　エリアスにとって天文学は少し興味を抱いた分野の一つでしかないだろうが、マルティナにはそれしかない。

　才女だと謳われるマルティナだが、本当は人一倍不器用なのだ。

　幼少のころ家庭教師をつけられたが、課題はちっともできなかった。毎日のように教師から叱られ、父にはそれ以上の叱責を受けた。

　そんなマルティナの心を慰めてくれたのが星だった。

　悲しくて眠れないとき、夜空を眺めると美しい光が瞬いている。

　星空の観察はすぐに日課になり、あの星々のことを深く知りたいと願うようになった。

　自発的な気持ちが学びの原動力になり、天文学をはじめ、それに関連する分野についても勉強が苦にならなくなっていった。

　そうしてやっと父からの叱責はなくなったのだ。

　星が自分を救ってくれたのだと、マルティナは信じている。

　しかしいずれにせよ頭の回転が速くないのは事実。常人の何倍も勉強してようやく今の成績を維持しているのだ。そんなことエリアスは知りもしないだろうけれど。

「……お互いがんばりましょう」

　複雑な心情を押し殺してなんとか笑みを浮かべた。

（大丈夫。いくらエリアスさまが天才といっても、こちらには積み上げてきたものがあるわ）

　そう自分に言い聞かせた。

　エリアスはといえば、マルティナと違って必死な様子もなく、いままでと同じように過ごしている。論文はちょっとした記念として書くことを思いついただけかもしれない、と内心ほっとした。

　しかし。

　成績発表の日、廊下に貼り出された順位を見て、マルティナは愕然とする。

　一番に名前が記されていたのはエリアスのほうだった。

　マルティナは二番。彼との点差は、一点だった。

　立ち尽くしているとエリアスが駆け寄ってくる。

「マルティナ！　見たかい、成績――」

「……凡人からすべてを奪うのは楽しいですか」

　熱いものが込み上げてきて声が震える。ばれたくなくてじろりと彼を睨みつけた。

「マルティ――」

「あなたなんて大嫌いです。二度と話し掛けないでください！」

　つっけんどんに言い放ち、マルティナはエリアスの前から立ち去った。

　この結果を受けて、父が「がんばったから研究を続けても良い」と言ってくれるはずもなく、卒業と同時に結婚相手の選定が進められた。

　マルティナも、それに反発したりしなかった。

　敗北に打ちのめされて、心がぽっきりと折れてしまったのだ。

（わたしは本気でやってきたのに、遊び半分のエリアスさまに負けるなんて……！）

　脳裏に蘇るのは、カフェテラスで令嬢たちと談笑するエリアスの姿。マルティナはいつも分厚い本を持ってその横を足早に通り過ぎるだけだった。

　苦労なんてなにもしていない、ただ天に与えられた力で欲しいものをかっさらっていくエリアス。――そんな彼が大嫌いだ。

　けれど、何年もの努力を実らせることができなかった自分は、もっと嫌いだ。

　自分にはなんの才能もない。

　わかりきっていた事実を突きつけられて、マルティナは研究を諦めることを決意した。同時に、父の決めた相手と結婚をすると決めた。

　あっさりと話は進み、卒業して数ヶ月後には、マルティナは失意のまま嫁ぐことになる。

　せめて父の望む、シェナスト家の令嬢としての理想は達成しなければ。

　密かに決意して臨んだものの、その結婚だって失敗だった。

　夫がなにを考えているかまるでわからないまま、指一本すら触れられず、たった一年で離縁されるなんて。

（本当に、わたしってなにをやってもだめなんだわ）

　折れた心には、未だ修復の兆しが見えない。

（それにしても、どうしてエリアスさまはわたしを指名したのかしら。最悪な別れ方だったのに……わたしならそんな相手、二度と話したくもないけれど）

　女性には困っていないはずのエリアスが閨教育係を探しているだけでも驚きなのに、よりによってあんな非礼を働いた相手を指名するだろうか。

「騙されてる……？」

　あるいは、復讐。

　ちらりとそんな考えがよぎって、自嘲しつつ首を横に振った。

　罰を与えたいならもっと直接的なやり方があるはずだ。一国の王太子がそんなに暇なはずがない。

　では一体なぜ……？

　エリアスと閨教育とがちっとも結びつかず、マルティナは首を傾げるばかりだった。






　　　　　◇






　謹んでお請けいたします、と勅書へ返事を書いたのは父で、マルティナは数日後には王家からやってきた馬車に乗っていた。

　馬車はまっすぐ王宮を目指す。一日目は宿で一泊し、今日の昼過ぎには目的地へ着く予定だった。

　無理です、と言える雰囲気ではなかった。

　特に、父には。

　あの目が失望に変わると思ったら、身体がすくんだ。

　旅の途中、ぼんやりと考えていたのは前の夫であるドルフのことだった。

　ドルフは結婚当時、二十四歳。

　二年前の流行り病で当主であった父を亡くし、爵位を継いでいる。

　しかし彼はどうにもオルソン辺境伯としての威厳に欠けた。

　毛先を遊ばせた赤い髪はいかにも軽薄な若者といった風情だし、つり目の三白眼は視線がきょろきょろとして落ち着かない。

　髪を一つにまとめて真っ直ぐ前を見据えるだけでも印象ががらりと変わるのに。はじめてドルフと会ったとき、マルティナは内心そう思った。

　ドルフの表情はいつも口元がへらへらとしまりがなく、話していても要領を得ず、頼りなさばかりが目立つ。

　領地の運営について尋ねれば、前当主のときから右腕として働いている家令に教わっている最中だと言うではないか。

　亡くなったのは突然だったとはいえ、爵位を継いで二年だ。それはさすがに遅すぎないだろうかと密かに呆れてしまった。

　貴族の当主とは父のように厳格な人物だとばかり思っていたから、ドルフになんの矜持もないと知ってがっかりしてしまう。

　父はずいぶんドルフを気に入ったようだが、一体なにがお眼鏡にかなったというのか、未だによくわからない。

　宿を出てからしばらくぼんやりと考え込んでいると、荘厳な城が見えてくる。

　城が近づくにつれて、事態の重さがのしかかってきた。

　やはり断るべきだ。

　馬車が止まり、城内へ案内される途中、マルティナは決心する。

「こちらでエリアス殿下がお待ちです」

「えっ、いらっしゃっているの!?　もう!?」

　まさか到着していきなり対面するとは思わず、案内された扉の前で後ずさる。

　両側に立つ衛兵はあっさりと扉を開いた。

「やあ、マルティナ。久しぶり」

　応接室のソファに座っていたエリアスがにこりと笑って立ち上がる。

　マルティナは動揺していたことなどおくびにも出さず、しゃんと背筋を伸ばすと部屋へ入っていき、膝を曲げてお辞儀する。

　骨の髄まで染み込んだシェナスト伯爵家令嬢としての教育が、情けない行動など許さない。

「お久しぶりです、エリアス王太子殿下」

「堅苦しい挨拶はいいよ。クラスメイトじゃないか」

「……元、ですけれど」

「つれないなあ。同じ教室で勉学に励んだ仲間だっていうのに」

　二人は向かい合ってソファへ腰掛ける。

　一年ぶりに顔を合わせたが、相変わらずエリアスはとんでもない美貌の持ち主だった。

　彼の表情は学生のときと同じ柔和なもので、やはり仕返しで呼んだ線はないかと安堵する。

「馬車での旅は疲れたろう。このあとはゆっくりしてくれ」

「お心遣い感謝いたします」

「こちらこそ、依頼を快諾してくれて嬉しいよ」

「っ、それは……」

　父の一存であり、マルティナの意志は介在していない。

（やっぱり言うべき、よね……）

　自分には経験がないから閨教育なんてできない。

　時間が経てば経つほど言い出しにくくなるに決まっているのに、彼を前にすると口ごもってしまう。

　できないと言うことは、結婚生活の失敗を告白するのと同義だ。自分の至らなさをエリアスの前でさらけ出すことにこんなに抵抗があるなんて。

「本当によかった。きみくらいしか頼る人がいないから……」

「え？」

　微笑んではいるが、エリアスはどこか元気がない。

「僕もそろそろ結婚を、と急かされてはいるが、閨事について考えたら一歩踏み出せなくてね」

「あの……閨事がそんなに問題なのですか？」

「そうなんだ。僕にはあまりに未知の領域でね。恐ろしいとすら感じてしまう」

「はあ……」

　力なく語られる言葉に唖然としてつい生返事してしまった。

　だって、あのエリアスが。

　なんでもそつなくこなしていた彼に苦手なものがあったなんて。

（それも閨事ですって？　だってあんなにモテていたのに……？）

　女性慣れしていると思っていたが、勘違いだったのだろうか。

　思い起こしてみれば、エリアスはいつも令嬢たちから追いかけ回されてはいたが、浮いた話は一つも聞かなかった。

　つまり、あれは本当に彼女たちが勝手にまとわりついていただけで、エリアス自身は手を出したりはしていなかったということ。

　というか、出せなかったのだ。だって閨事に苦手意識を持っているのだから。

　彼も普通の人間だった――。人の悩みを喜ぶなんて最低だとわかってはいるけれど、胸にじわじわと嬉しさが広がっていく。

　だってエリアスに勝る部分なんて一つもないと思っていたから。学生時代はそれをまざまざと見せつけられるばかりの日々で。

　少しだけ胸のすく思いがした。

　そこまで考えてはっとする。

　では余計に、自分では力不足だ。彼の結婚は王家の存続にも関わる問題だというのに。

　閨事の経験がないマルティナが引き受けるのは荷が重い。もっと適任がいるはずだ。

「殿下、申し訳ないのですが――」

「きみはすごいな、マルティナ」

「え？」

「学園きっての才女でありながら、勉強だけでなく貴族令嬢としての務めも果たした。卒業後すぐに結婚したと聞いて驚いたんだ。僕はどんどん置いて行かれるみたいだ」

「あ、いや、でも、一年で離縁されて……」

「だが結婚生活という貴重な経験を積んだ。こんなところで尻込みしている僕とは違ってね。おかげで、僕はきみに師事することができる。きみみたいな優秀な女性が指導についてくれたら心強いと思っていたんだ。閨事を教えてほしいだなんて、誰彼構わず頼めることじゃない。信頼できる人でないといやだと思っていたから、きみが請けてくれて救われたよ」

　マルティナはエリアスの言葉を、何度も何度も心の中で噛みしめた。

　天才で、苦労知らずで、すべてを手にしている彼が、自分を心の底から評価している。

　一年前にぽっきりと折れ、結婚の失敗でさらにずたずたになっていたプライドに小さな回復の兆しが見えた。

　エリアスが教えを請うている。マルティナでないとだめだと言っている。

「エリアスさま、知らない分野を怖がるものではありません。やってみないとわからないのですから、まずは行動を起こしませんと」

「さすがマルティナだ！　きみの言葉には説得力がある」

　堂々と胸を張り、知ったかぶって講釈を垂れると、エリアスは目を輝かせる。

　経験はないのに、気分はすでに閨事の達人だった。

　いつの間にか、マルティナの中に断るという決心は消えていた。
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「大丈夫ですよ、きっと閨事への苦手意識はなくなりますから」

「これからよろしく頼むよ、マルティナ」

　いい気分に浸るマルティナには、エリアスがにやりと企みを秘めた笑みを浮かべたのは見えていなかった。

















第二章　閨にキスは必要ですか？












　閨教育――つまり、男女のまぐわいについて教えるということ。

　結婚していたとはいえ、元夫のドルフからは指一本触れられなかったマルティナだ。

　経験という点でいえば、人に教える立場にはない。

　しかし考えてみれば、エリアスは自分よりも経験値が下だ。

　あれほど女性に囲まれてきたというのに、その機会をまるで生かさなかったというのだから、よほど女性が苦手なのだろう。

（彼女たちに頼んで閨事を教えてもらえばよかったのに。そうできないくらい女性が怖いのかしら）

　あるいは――誰か他に好きな人がいた？

　エリアスが閨事に消極的な理由を考えて、そんな可能性に行き着く。

　だがマルティナはすぐに苦笑して首を横に振った。

　あのエリアスが？　ありえない。

　好きな人がいたらアプローチをかければいいだけの話だ。彼に好意を寄せられて喜ばない女性なんて学園にはいないはずだから。

「いたとしたらよほどの変人ね」

　おかしそうにつぶやいて、マルティナは手元の本へ再び視線を落とした。

　ここは王立図書館の一画である。

　壁際にびっしりと蔵書が並ぶ館内はいつ見ても圧倒されてしまう。

　国内随一の蔵書数を誇る図書館ということで、マルティナも天文学の研究に明け暮れた日々はよく利用していたが、卒業してからは足が遠のいていた。

　久しぶりに訪れても、古い本の匂いが漂う空間は、新しい知識への出会いに心が躍る。

　マルティナは一階の隅にある日当たりの悪い閲覧スペースに陣取っていた。

　広い館内でわざわざ本棚とも離れたこの場所を使う利用者はおらず、マルティナは一人でこのスペースを利用している。

　棚から選んできたのは、閨教育に有用な本だった。

　経験はないが、だったら知識を蓄えればいい。

　大抵のことは本という知の財産に記されているのだから。

　相手がその筋の達人ならともかく、女性が苦手なエリアスにならマルティナが仕入れた知識でも充分対応できるだろう。

（結婚していたぶん、わたしのほうが経験豊富だものね）

　婚姻期間中、ついぞ実践には至らなかったけれど、嫁ぐ前に一通りの知識は侍女から授かっている。

「結婚した最初の日は初夜があります。妻としての大切な仕事ですから、疲れたからといって寝てしまいませんよう」

「過剰に怖がっても男性は手を出しにくいでしょう。痛みにはすぐに慣れますし、皆が通ってきた道ですから寛容な心でいましょうね」

「マルティナお嬢さまほどの美人なら、男性も喜んでリードしてくださいますわ。がんばってくださいまし！」

　そんなふうに励ましてくれたから、マルティナは初夜に一睡もせずに待っていたのだが、ドルフはどこかへ行ったきり帰ってこなかった。

（お母さまがいたら少しは違っていたかしらね）

　五歳の時に死に別れた母の記憶はもう薄らとしか残っていない。ただ、優しい人だったことは覚えている。

　初夜で一人きりにされて、本当はとても心細かった。けれど誰にも相談できなくて。母がいたらこっそり手紙でアドバイスを求めるのに、なんて思ったものだ。

（過ぎたことを考えていてもどうしようもないわね。これからのことを考えないと）

　マルティナはふうっ、と大きく息をつく。

「なんにせよ、わたしだって閨について教わったことがあるのは事実だし」

　侍女からもらったアドバイスはマルティナの自信に繋がっていた。

　もっとも、侍女がくれたのは閨に際しての女性の心構えというだけで、具体的な内容はなにも教えてはくれなかったのだけれど。

　マルティナはそんな知識を補強するために図書館で本を読んでいたのだ。

　今手にしているのは、看護学生が手始めに読むという人体についての初歩的な教本だ。

「ええとこれが女性器。はいはい。それでこれが男性器――」

　無機質なタッチで描かれた挿絵が目に入ってばっと顔をそらす。

　なんだか細い長い棒のようなものが垂れ下がっていた気がするのだが。

「とりあえずそれが男性器ね。わかったわ」

　薄目で絵を見ながらつぶやく。こんな本を読んでいることも、独り言も、誰にも見られるわけにはいかない。それで端の席を選んだのだった。

　ページをめくるとそこからは挿絵もなくなり、文字の羅列になった。マルティナは安堵して読み進めていく。

「性交とは女性器に男性器を挿入すること――ふうん、なるほどね？」

　自分の秘めた部分になにかが入りそうな気配はないが、それこそ侍女の言っていた「過剰に怖がる」部分に繋がるのだろう。

　妻の務めとして多少の苦痛は伴う、ということに違いない。

「つまり男性器はある程度の大きさがある、ということね。人差し指……いえ、親指くらいはあるのかしら。難儀なことね」

　まあそのくらいの痛みはなんとか耐えられるだろう。

　選んだ本を一通り読んで、マルティナはひとつ大きく頷く。

　書いてあることはどれも似通ったものだった。これで知識については問題ないだろう。

「ふふっ、エリアスさまは泣いて感謝するかもしれないわね」

　無論、王立と名の付く図書館にいかがわしい本があるはずもない。置いてあるのは生物学上必要な最低限の概要が書かれたもののみで、性交の知識を仕入れたとはとても言えないことをマルティナは知る由もなかった。






　マルティナには王城の客間が与えられている。

　王都にもシェナスト家のタウンハウスがあり、そちらに滞在するものだとばかり思っていたが、こちらが招いたのだからとエリアスが用意してくれたのだ。

　部屋は日当たりが良く、シンプルながら質のいい調度品で整えられている。それはいいのだが、なんの嫌がらせか、壁際に据え置かれた大きな本棚には天文学についての本がびっしりと並べられていた。

　学生時代のマルティナならば目を輝かせて手に取っただろう。しかし天文学には金輪際関わらないと決めているので、なるべく本が視界に入らないように注意して過ごすことになってしまった。気を抜くとふらふらとそちらへ足が向いてしまいそうだ。

　エリアスから、いつごろから閨教育をはじめられるだろうかと従者を通して訊かれ、マルティナは今夜からでも問題ないと即答した。

　善は急げである。マルティナの準備は万端なのだから。

　とんとん拍子で話は進み、夕食後、マルティナはたくさんのメイドによって全身をぴかぴかに磨き上げられた。

　ここまで丹念な湯浴みは、それこそ結婚した最初の夜以来かもしれない。

「別にエリアスさまと結婚するわけでもあるまいし、こんなにしてもらわなくても」

　最高級の石鹸や香油で肌を磨かれ、仕上げに手触りのいい絹のナイトドレスを着せられる。これらはレッスンに際し特に必要と思えず、髪を梳くしけずるメイドへドレッサーの鏡越しに話し掛けた。

「エリアス殿下からこうするようにとのお達しなので……」

「そうなの？」

　王族の閨教育係をするならば、このくらいが最低限の身だしなみということなのだろうか。

　つやつやのぴかぴかになったマルティナは寝室へと案内される。

　メイドがノックをすれば、中から、入るようにとのエリアスの声が返ってくる。

「では失礼いたします」

「ええ、案内ありがとう」

　マルティナは一人で寝室へと進み入った。

　室内は薄暗く、所々に据えられた蝋燭の明かりがゆらゆらと揺れている。

「やあ」

　エリアスは寝台の上にいた。

　豪奢な天蓋のついた大きな寝台だ。白いリネンが橙色に照らし出されている。

　エリアスはそこへ足を投げ出して座っていた。

　軽く手を上げて微笑む姿を見て、どういうわけか心臓が跳ね上がった。

「湯冷めしてしまうよ？　こっちへ来るといい」

「いえ、へ、平気です……」

　エリアスの寝衣は胸元がはだけて、白い肌がちらりと覗いていた。

（どうなってるのよ、この人の色気は!!）

　考えてみればしどけない格好の男性と部屋で二人きりになること自体はじめてだ。

「どうしたの？　もしかして緊張してる？」

「っ、ま、まさか。なにも知らないエリアスさまにどう手ほどきをしたものか考えあぐねていただけです」

　経験不足による戸惑いを気取られたら台無しだ。せっかくエリアスの中で自分は頼れる存在になっているというのに。

「それは世話をかけるね。きっとマルティナの教え方なら、僕はすぐに閨事の達人になれるだろうけれど」

「ええ、その通りです。初歩的なところからきっちりと教えて差し上げますから、どうぞご心配なく」

「なるほどね。で、まず僕はなにをすればいいのかな」

　主導権がこちらにあることを自覚して、マルティナはにっこりと余裕の笑みを浮かべた。

「エリアスさま、大事なことはまずしっかりと湯浴みをする、ということです。閨事の際には衛生面に気をつけることが必要になってまいります」

　エリアスはマルティナを見つめたままぽかんとしている。

（え、な、なにか間違ったかしら？　でも本には清潔にするのが大事って……）

　マルティナが主に読んでいたのは看護学生向けの教本だ。衛生面への注意はなにも性交だけではなく、全ページにわたって繰り返し書かれている文言である。

　清潔ならそれに越したことはない。マルティナもその理念には共感するところだ。

「ふっ、ふふ……なるほどね。それは大事だ、うん。僕はどうかな？　湯浴みは済ませてきたんだけど、清潔だろうか」

「えっ、あ……そ、そうですね。おそらく……」

「たしかめてみてくれないか？　清潔が大事なのだろう？」

　隅々まで見てくれ、というようにエリアスは両腕を広げてみせる。

　マルティナは少し迷ってから、おずおずと寝台に上がった。

「失礼いたします……」

　膝で歩きながらそろそろと近づいて行くと、石鹸の香りがふわっと鼻先を掠めた。

　それに混じって男性の――エリアス自身の肌の香りが濃くなる。

「だ、大丈夫ですね。ちゃんと洗えています」

　蝋燭の薄ぼんやりとした明かりの中では、つぶさに見る事はできなかったのだが、対峙しているのが恥ずかしくてそう告げた。

「本当に？　服の下は見なくて大丈夫かい」

　寝衣のボタンに手をかけようとするものだから慌てて制止した。

「だ、大丈夫です。あの、あれです、わたしのほうでも湯浴みは身をもって確認いたしましたから。あのくらいのことをやっているならまず大丈夫でしょう」

「そう？　なら良かったよ。で、次は？」

　おたおたとしていたマルティナはまた自分に主導権が戻ってきたことを察して胸を張る。

　そうだ、ちゃんと勉強してきたのだから臆することはない。

「エリアスさま、男女の交合とは、男性器を女性器に挿入することです」

「うん」

「……」

「……」

　先を促すような沈黙が痛い。

（先などないわ！　これで全部なのよ!?）

「ええと……か、簡単でしょう？　では早速やってみましょう」

「えっ？」

　エリアスは怪訝けげんそうに眉根を寄せた。

「やるって、その挿入を？　もう？」

　戸惑っているところをみるに、やはり閨事へは苦手意識があるらしい。

　マルティナは心の中でにんまりと笑う。

（こんなに狼狽えて。おかわいらしいことだわ）

「臆することはありませんよ。さっさと終わらせてしまいましょう」

「でもいきなり挿入したら痛いんじゃないかい？」

「問題ありません。そんなことはオルソン家に嫁ぐと決まったときから覚悟しておりました。さあひと思いに」

「……ふぅん。ドルフに抱かれてもいいと思ってたんだ」

「え――きゃっ」

　なんだか面白くなさそうな顔でぐっと腕をひかれる。

　エリアスの言葉が聞き取れず前傾姿勢になっていたマルティナは、バランスを崩してそのまま彼の胸に頭から飛び込んだ。

「っ……」

　エリアスの香りがさらに濃くなり、熱いくらいの体温に包まれる。滑らかな胸板は逞たくましく、自分の身体とはまるで違った。

「さすが、閨教育の先生だ。湯上がりのいい香りがする」

「そ、そうですか……」

「僕のためにその身を磨き上げてきたなんて嬉しくなってしまうね」

「っ、そ、それはだって、そうするように言われたから……っ」

　妙な言い回しに、つい語気が強くなる。

　もごもごしているとそっと手を取られ、彼の下腹部に導かれた。

「さて、挿入するということだったけれど――」

（え……えっ!?）

「入れて大丈夫そうかい？」

　そこは熱く硬く主張していて――服の上からでもわかるほどに大きい。

　これが、男性器？

　親指ほどのサイズだなんて思っていた自分をひっぱたきたくなった。

（こんなの入るわけないじゃない!!　どうしたらいいのよ!!）

　メイドが痛みを伴うと言っていた意味がわかった。

　妻としての務めとはこうも過酷だというのか。

　けれど我慢するしかないのだろう。本に書いてあったのだからどうにかすれば入るはず――。

「ねえマルティナ、まずキスはしないの？」

「へ？」

　思わぬ言葉に目を白黒させてしまう。

　どうしてここでキスなんて言葉が出てくるのだろう。キスと性交になんの関係が？

（どうしよう、本を読み落としていただけでキスをするのが普通なの……？）

　正解がわからないものだから下手にそうだとも違うとも言えなかった。

　口ごもるマルティナに、エリアスがにこりと笑いかける。

「じゃあこういうのはどう？　僕が閨事を進めてみるから、なにかおかしいことがあったら指摘してほしい」

「そ、それはいいですね。実践的ですし」

　助かった！　と思った。

　エリアスが主体的に動くのなら、教えを請われるよりもこちらの負担が少ない。時折もっともらしくそれは違うと指摘してやれば威厳も保てるだろう。

「じゃあ、触れるね」

　エリアスはそっとマルティナの髪をなでると、優しく唇を合わせた。

「ん――」

　ちゅ、ちゅ、と何度も軽く食むような口づけが落とされる。

　柔らかな感触に、エリアスが間近にいることを意識せずにはいられない。

　考えてみれば、これが自分にとってはじめてのキスだ。

　気づいてかっと身体の熱が上がる。

「どうしたの？　離れないで」

「いえ、その……っ」

「もしかして、こう？」

　戸惑いのあまりエリアスの胸を押して距離を取ると、反対にぐっと腰を引き寄せられて身体が密着する。

　そしてまた唇を合わせられ、そこをぬるりとしたものが這った。

「っ!?」

　身体を硬直させているうちに、熱くうねる塊はマルティナの咥内に這い入ってくる。

　薄く開いていた唇を割り、歯列をぞろりとなぞられ、そのまま今度は舌先をくすぐられる。

（こ、これ、エリアスさまの、し、舌……!?）

　先ほどまでのキスがまるで子供の戯れに思える、深く貪るような口づけだ。

　驚いて喉のほうへ舌を引っ込めるが、それに構わずエリアスはマルティナの柔い粘膜をじっとりと探っている。

　上顎のざらついたところを丹念になぞられて、思わずびくりと腰が跳ねた。

「っ、ふ……っ」

　熱い吐息が漏れると、エリアスはさらにそこを攻め立てる。

　たちまち頭の中がぼうっとして、強張っていた身体が弛緩しかんした。

「ん、は……ぁ」

「マルティナも舌を出して？」

　言われるがままそっと自分の舌先を伸ばすと、すぐにエリアスのそれが絡みつき、先端はちゅうっと吸い上げられる。

「ぁ、は、んぅっ」

　いつの間にか自分のものと思えない甘い声が漏れ、口の端から透明な液体がとろりと流れ落ちた。

（なに、これ……わたし、なにをされているの……？）

　これがキスだなんて信じられない。

　マルティナが知識として知るキスは、唇と唇を合わせるだけのものでしかなかった。

　こんなふうに、身体や思考の自由を奪われるキスが存在するなんて。

「そうそう、間違っているときだけじゃなくて、合っているときも教えてほしいな。そうでないと、後学のためにならないから」

「え……？」

「気持ちいいときにはちゃんと気持ちいいと言うんだよ」

　再び唇を食まれ、軽く歯を立てながら、耳の縁を指先でつうっとなぞられる。

「っ……!!」

　下肢が大げさに跳ね、マルティナは思わずエリアスにしがみついた。

（気持ちいい、なんてそんな……）

　言葉にされて初めてそれが快感だと腹落ちする。先ほどからぼうっとしているのは、それがとても気持ちいいから。

　エリアスは申告するよう言ってくるが、素直に告げるのはひどく羞恥を覚えた。

（だって、変じゃない？　キスが気持ちいいなんて……耳を触られただけでそう思うなんて絶対変……！）

「マルティナ？」

「……別に気持ち良くなんてありませんわ」

「本当に？　蕩けた顔をしていると思ったのは、僕の勘違いかな？」

　笑い混じりの声に、もっと真剣にやりなさいと問い詰めたくなった。

（なんでそんなに余裕綽々しゃくしゃくなのよ。こっちはもう一杯一杯なのに！）

「耳は気持ち良くないのか……こっちは？」

「ひぁんっ」

　耳の縁をなぞっていた指先で、今度は首筋をなぞられる。

　爪の先だけで触れるような繊細な手つきに、首のうしろがぞくっとして落ち着かない。

「声が出たね」

「だ、だったらなんですか!?　くすぐったかっただけです!!」

「それは失礼したね。このあたりはあまりマルティナの気持ちいいところじゃないのかなあ」

　のんきな声でエリアスは、ナイトドレスの胸のリボンを引っ張った。

「なっ!?」

　ナイトドレスは胸元が編み上げのデザインになっていて、そこを緩められるとたちまち胸が露わになってしまう。

　マルティナは布地が落ちないように、慌てて胸元を手で押さえた。

「なにをなさるんですか!!」

「なにって……裸にならないと閨事が進められないだろう？」

（そ、そうなの!?）

　エリアスに背を向け、図書館で見た本の内容を反芻する。

　そんなことはどこにも書いていなかった。

（いえ、でもたしかに性器の挿入には服が邪魔ね!?）

　そんな初歩的なことにも気づかなかったなんて。付け焼き刃の知識ではやはり教育係として不足だったのだ。

　マルティナは今さら自分の大いなるミスに気づく。

（わたし、いつもこうだわ……）

　学業で良い成績を収めたことからマルティナを才女だと評する声も多いが、実際にはそんなことはないとマルティナ自身がよく知っている。

　要領が悪いのだから、本来は人の何十倍も努力しないと追いつけないのに、どうして閨事については浅い知識で大丈夫だなどと思ったんだろう。

「……ひぁっ！」

「なに考えているの？」

　いつの間にか肩口からナイトドレスは引き下ろされ、背中が露わになっている。そこへエリアスがそっと口づけを落としたのだ。

「マルティナの肌はとても綺麗だね。どこまでも真っ白で、新雪の平原のようだ」

　エリアスは軽く押しつけるだけの口づけで背中に何度も触れていく。

「んっ、っ、ふ……」

　肌が敏感になっていたようで、触れるだけだというのに身体がもどかしげに震えた。

「熱い？　白い肌が赤く染まってきた」

「そ、そんなことは……」

「しっとり汗もかいているね。やっぱり服は脱いだほうがいいんじゃないかな」

　胸の布地をがっしりと押さえるマルティナを見てエリアスが言う。

　たしかに指摘された通り、熱くて汗ばんでいる。服を脱ぐのはこんなところでも合理的らしい。

「一人だけ先に脱ぐのは恥ずかしいよね。僕が先に脱ぐよ」

「え……」

　もじもじしているとエリアスが離れていく。後ろからは衣擦れの音。やや乱雑に衣服を脱ぎ捨てているらしい。

　ちらりと後方へ視線をやれば、上気した顔のエリアスが前髪をうっとうしそうにかきあげているところだった。

　そんな仕草は男性的で、彼の均整のとれた体躯も相まって心臓がばくばくとうるさい。

（細いイメージがあったけれど、意外と鍛えているのね）

　学生時代から彼は周辺の令嬢たち以上に美しい容姿をしていた。だからとても華奢なイメージがあったのだが、実際にはしなやかな筋肉がついた男性らしい身体つきをしている。

　そういえば、エリアスは学内の馬術や剣術の大会で何度も優勝していたではないか。きっと昔から鍛えていたのだろう。

　胸板から薄らと割れた腹筋へと視線で辿り、さらに何気なくその下へ視線をやって、マルティナは慌てて顔を前に戻した。

（い、今のが男性器……？　お、お、大きすぎるんじゃないの!?）

　彼の髪と同じ金色の下生えをかき分けるように、猛りの先端が首を持ち上げていた。

　それは腹に着きそうなほど反り返っており、本で見た形とは違っている。挿絵では、棒は下向きに垂れていたはずだ。

　形はひとまず置いておいて、問題なのは大きさである。

　親指以上というのは服の上からでもわかったが、改めて見ると、マルティナの手首くらいの太さはありそうだ。

「あ、あの……これは確認……知らないとかではなく本当に確認なのですが、そ、その立ち上がっているものを小さくすることはできないのでしょうか!?」

「どうして？」

「いえ、これは一般論なのですけれど、女性器に入れるにはちょっと大きすぎないかと思っただけで……べ、別に普通を知らないわけじゃありませんよ!?　ただ一意見として――」

「大きい？　それは嬉しいな。そんなこと言われたらまた大きくなりそうだ」

「どうしてですか!?」

　視線を逸らしたままでいると、そっと手を取られ、彼のいきり立つものへ誘導される。

　手のひらで触れたのは重力に逆らう茎の部分だろう。

　それは熱く、ときおり脈がどくりと動いた。

　前を向いていても、先ほどの一瞬で焼き付いた光景が雄茎の形を忘れさせてくれない。

「萎えさせるのは無理かなあ……マルティナと閨にいるのに、それはできない相談だ。でもそんなに大きいかな。僕としてはごくごく一般的なサイズだと思っていたけれど」

「え、あ、そ、そう？　そうですよね！　もちろん知っていますわ！　ちょっと聞いただけですから！」

　無知を気取られまいと、エリアスの言葉を深く反芻せずに肯定する。

「服、着たままがいいならそうしようか？」

「え――きゃあっ」

　掴まれていた手をそのままぐいっと引かれ、マルティナは寝台に仰向けに寝そべる格好になった。

　はずみで着崩れたナイトドレスがみぞおちのあたりまで落ちる。

　胸の膨らみは彼の眼前にさらけ出されてしまった。

　そこをエリアスの筋張った手がふにゃりと下から包み込む。

「柔らかい」

「やっ、な……！」

「ここもすごくかわいいね。今は控えめな色だけれど、興奮したらどうなるのかな」

　胸の中心で呼吸に合わせて震える飾りをつんとつつかれる。

　そしてエリアスはそのままぱくりと咥えこんでしまった。

「なっ!?」

　根元を唇でふにふにと食まれ、かっと顔が熱くなる。

　思わずエリアスの身体を押し戻した。

「お、おやめください!!」

「マルティナ？」

「そんなのは赤子のすることです！　なにをなさっているのですか!!」

　違う所があったら教えてほしいと言われたが、これは自信を持って違うと言える。

　だがエリアスはきょとんして首を傾げていた。

「あれ？　違ったかな。触ってほしそうに見えたんだけど」

「そんなはずないでしょう!!」

「だって、見て。さっきまで薄桃色だったのに、今は赤く色づいてきているよ」

「は……」

　胸の中心はわずかに膨れ、色を濃くしていた。

　予期しなかった身体の変化に、マルティナは眉根を寄せる。

（そんな、触ってほしくなんか……）

「気持ちいいと思ったんだけど、違った？」

「んぁっ！」

　エリアスはそこへふーっと優しく息を吹きかける。

　知らずにぴくんと身体が跳ねて、マルティナは甘い声と共に身体をのけぞらせた。

「ほら、合ってる」

　エリアスはふたたびそこを咥えこむと、先端をちろちろと舌先でくすぐる。

「やぁっ、なに……っ、やめっ」

　細かく爆ぜるような快感がびりびりと身体を蝕むしばみ、マルティナは戸惑いと甘さの混じった声を上げた。

「腰、跳ねてるね。本当は気持ちいいんじゃない？」

「っ、ち、ちが……ぁっ！」

「意地悪しないでほしいな、先生。合っているときは言ってくれないと、教育にならないだろう？」

「だって、なにが……っ」

　これのどこが閨教育なのだろうか。胸の先を弄られてあられもない声を上げるだけなのに。

「……女性を気持ち良くさせないと性器を挿入できないって聞いたんだけど、違う？」

「え……？」

　胸を攻め立てる動きがぴたりと止まる。

　思いも寄らない言葉にマルティナは困惑した。

（気持ちいいのが性交に関係ある？　そんなこと本には……）

「だって、ここの準備を整えないと女性もつらいだろう」

　エリアスが身体を下へずらす。

　すっかりめくれ上がったスカートは腰のあたりまでずり上がっており、ドロワーズに覆われた下肢が丸見えだった。

「や……」

　脚を閉じようとしてもすっかり力が入らなくなっている。

「閨事をするのに、女性にだけ我慢を強いるのは、僕は嫌だな。ちゃんと気持ち良くなって、痛みもなく僕を受け入れてほしいから」

　エリアスの言葉に目をしばたたかせる。

　どうやら、この快感を与える作業は、挿入にあたっての準備だったらしい。

　侍女にはつらいのも覚悟しておくよう言われていたが、エリアスはその痛みを少しでも軽くしたいと思ってくれているのだ。

　真意を知って思わず胸がきゅんと甘くさざめいた。

（なんだ、ちゃんと優しいのね……閨教育もそういう理想があって頼んだとしたら結構真面目なのかも……）

　いずれ彼の妃となる女性はとても幸せものだ。

　だというのに、自分は羞恥心を隠そうとするばかりでちっとも役に立っていなかった。

「あ、あの……胸を触るのは、い、いいと思います……気持ち良かった、ので……」

「本当？　それは嬉しいな」

　エリアスがふわりと笑う。

「そうかなって思ってたんだ。だってマルティナはもどかしそうに足をもじもじしていたから」

　そう言うなり、するりとドロワーズを足から抜き取られた。

「なぁっ!?」

「うん、やっぱり。すごく濡れてるね。かわいい」

　エリアスの視線はマルティナの秘めた部分に注がれている。

　そのまま脚の付け根に親指を立てるとぐっと力をいれ、秘裂を少しだけ割り開く。

「とろとろだ。感じてくれて嬉しいよ」

「っ～～～～!!」

　そこは女性器で、性交のためには必要な部分で。

　頭で納得させようとしても、襲いかかってくる羞恥には抗えない。

　そのとき、ぬるりとしたものが秘裂を上になぞり上げて、大きく身体が跳ねた。

「やっ!?」

「ここ、触ってないのにぷっくり膨れてかわいいね」

　蜜を舌先に絡めながら、うっすらとした茂みの中に這い入っていく。

　瞬間、また身体がびくんっと激しく震えた。

「ふぁぁっ!!」

「ここは？　気持ちいい？」

　顔を覗かせた秘玉に、舐め取った蜜を塗りつけるようにしてくにくにと刺激される。

　その衝撃は今までの比ではないほど大きく、全身を雷で打たれたような快感に、マルティナは意識を支配されてしまう。

「やぁっ、それ……っ、だ、だめっ、気持ちいい……っ!!」

「そう？　じゃ、もっとしようか」

「あぁぁっ、だめ、だめっ、おかしくなるっ、から……ぁ！」

「でも気持ちいいんだろう？」

「気持ち良すぎて、変になるのぉっ!!」

　脚をしどけなく投げ出し、言葉とは裏腹に腰はもっと刺激が欲しいと求めるように淫靡に揺らめく。

　大きすぎる快感がたちまち体内に溜まっていき、奥深いところがきゅうきゅうと切なく蠢いた。

　これ以上気持ち良くなったらどうなってしまうの――？

　そんな疑問がよぎったとき、不意に快楽の頂点が訪れた。

「イきそう？　イって」

「ふぁっ、ぁああぁぁぁ――――っ!!」

　じゅうっと秘玉を吸われ、軽く歯を立てられる。

　マルティナの全身はピンと張り詰め、何度も大きく痙攣けいれんを繰り返す。

　しばらくそうしたのち、ぐったりと弛緩すると敷布に沈み込んだ。

「――っ、はぁっ、は……っ」

　呼吸が止まりそうな快楽を経て、マルティナは空気を取り込もうと肩で息をする。

　全身に倦怠感があり、身体がうまく動かない。

「これで一つ、準備が進んだかな」

「へ……」

　エリアスはぬるつく秘裂にそっと中指で触れる。そしてそのままくぷりと中へ差し入れていった。

「っ……！」

　はじめて異物を受け入れる隘路あいろだ。わずかな異物感はあるが、しかし痛みはない。

　ほっと安堵していると、

「あれ？　すごく狭いね。――経験があるように思えないくらい」

　エリアスの言葉にぎくっとして身体を強張らせた。

（ど、どういうこと？　そこって、経験の有無でなにか違うの？　さ、触ったらわかるものなの？）

「もしかして……マルティナはこういうことするの、はじめてだったりする？」

「えっ!?　ま、まさか。結婚していたのにはじめてなはずがありませんわ。はじめてだったら閨教育係なんて引き受けませんし」

「そうだよね。じゃあ、もう準備は済んだから、入れていい？」

　エリアスの瞳がなにかに苛立ったようにすうっと冷えた色を帯びる。

「っ……」

「これをマルティナの中に一気に突き込んで、入り口から奥まで何度もごりごり擦って、奥のイイところを泣きそうなくらい攻め立てても……いいかな？」

「ぁ……」

　これからようやく閨教育の本番だというのに、語られるのは今までと比べものにならないほどの激しい行為で。

　恐ろしさが湧き上がってくるけれど土壇場になってもやはり、はじめてですなんて言えない。

　マルティナのなけなしのプライドがそれを許さなかった。

（シェナスト家の娘として高潔に……でも、怖い……）

　気づけばまなじりにはじわりと涙が浮かんでいる。

　それを見下ろすエリアスはぎらついた欲を美しい瞳の奥に浮かべ、獲物を前にした獣のように舌なめずりをしたのだが、マルティナはそれどころではなくてちっとも気づかなかった。

「ああ、ごめんごめん。僕の勘違いだったかもしれない。女性のナカって、こんなに狭いんだね。じゃあもっとしっかり解さないと」

「え――んあぁっ！」

　指の腹で隘路をぬるぬると探られる。

　それはすぐにざらついた一点に行き着き、そこを撫でられるとぶわっと汗が噴きだした。

「ここなんだね」

「ひぁっ、やっ、あ、あんっ」

　とんとんとん、と一定のリズムで軽くノックされ、気怠けだるい快感が全身に響く。

　達したことで敏感になっていたのか、そこに触れられるのなんてはじめてなのに、マルティナの身体は気持ちよさに従順だった。

「ぁ、あぁっ、なにかきちゃ――」

「うん、何度でもイって」

　ぐり、と先ほどの一点を押し上げられて、どこまでも深く沈むような快感が訪れる。

「ふぁあぁぁっ！」

　全身がぬるま湯に浸かった錯覚と共にだらりと弛緩し、マルティナははじめての快感にかぶりを振って耐えた。

「気持ちいい？」

　エリアスは蜜路を刺激する手を止めない。

　軽くきゅっと押されるたびに、何度も絶頂が続き、ぐったりとする身体とは反対に、隘路はきゅうきゅうと彼の指を締めつける。

「やっ、も、気持ちいいっ、気持ちいいからぁっ、やめてぇ……っ」

　自分の意思とは無関係に高みへ到達させられて頭の中は真っ白だった。

　怖いくらいの快感に身体の自由を奪われて、マルティナは泣き声混じりの嬌声を上げる。

「ごめんごめん、やりすぎちゃった？」

　ずるりと指を引き抜かれたあとも、蜜路は妖しげにひくひくとうねっている。

「今度こそ、準備はいい……かな？」

「あ……」

　エリアスは怒張を秘裂にこすりつけると、溝にそっと沿わせる。

　そしてそのままマルティナの太腿をパタンと閉じて、彼女の身体を横にした。

「脚に力、入れられるかな？」

「え？」

「無理だったら普通にしてていいよ。僕が押さえるから」

　太腿にエリアスの怒張が挟まれている。それをさらに押しつぶすように、腿を押さえる手に力が入った。

　エリアスはそのまま腰を引くと、素早く突き戻した。

　マルティナの溢れた蜜が雄芯に絡みつき、湿った水音が鳴る。

「こうしていると、本当にナカに入ったみたいじゃない？　練習にはぴったりだね」

「んっ、んぅっ」

　律動はそのまま一定の速度で繰り返される。

　ずりずりと擦り上げられるたび、雄芯の張り出した部分が秘玉をぐりっと擦り上げていく。

　脚を押さえられているから、身体を動かして快感を逃がすことができない。

　マルティナは悩ましげに熱い息を漏らす。

「ナカに僕を受け入れてくれたときも、これくらい気持ち良くなってほしいんだ。痛みじゃなくて快楽で泣かせたい――こんなふうに」

「あぁあっ！」

　生理的な涙がはらりと一筋流れる。

　秘玉を一層強い力でごりっと捏こねられ、腰がくねった。
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「軽くイった？　ひくひくしてるのが伝わってくる。……本当、かわいい」

「んっ、はあぁっ」

「マルティナの涙、興奮する。僕ももうもたないや」

　快感に翻弄されるマルティナの耳にはエリアスの言葉は入って来なかった。

　太腿に挟まれた怒張が一層張り詰め、脈動と同時に先端から白い飛沫が飛び散った。

「あ……」

　胸に生温かいものがどろりと掛かる。

　これが、子種だ。マルティナはちっとも役に立たなかった本の知識を反芻はんすうする。

　身体がぐったりと重い。ひどい眠気が襲ってきて、いまにも意識を飛ばしそうだ。

「今日はここまでにしようか。まだ時間はたっぷりとあるし、ね？」

　エリアスの言葉を最後に、マルティナは眠りの世界へ旅立っていった。
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　エリアスは、できないことがない、という賞賛を受けるたびに空虚な気持ちになった。

　なんでもできるということは、平坦な道をただひたすら歩くのと同じだ。

　手にまめを作りながら崖を登る困難もないが、山の頂上にたどり着いたときのような達成感もない。

　学業も人付き合いも不足なくこなしながら、日常とはこんなものかとどこか物足りなく思う日々が続いていた。

　マルティナと出会ったのはそんなときだった。

　高等学園の博士課程に進んですぐ、放課後の講義室でひとり、真剣な顔で机にかじりついている彼女を見つけた。

　貴族令嬢は卒業後ほとんど例外なく親の望む結婚をする。だから勉強に全力で取り組む女生徒は少ない。

　博士課程まで進むのは女性にしては珍しいが、結婚相手が才女好みとでもいうのだろうか。

　この学園での生活は残された最後の自由な時間なのに。

　鬼気迫る様子が妙に気になって、つい話しかけていた。

「なんの勉強をしているの？」

「……天文学です」

　面倒そうな顔を向けられたのが新鮮だった。

　こちらを王太子と認識はしているようだったけれど、だからといって媚びる様子はない。

　そんな女性に会うのははじめてだ。

　マルティナと話して、すぐに彼女は男のためなんかではなく、心から天文学を愛し、その神髄に触れるために学びを続けているのだと悟った。

　一人の女性をそれほどのめり込ませるなんて、どんな学問なのだろう。

　俄然がぜん興味を惹かれ、手近な本を読み始める。

　すると、その分野の壮大さに打ちのめされた。

　自分の頭上に広がる天、瞬く星や輝く月。その先になにがあるか――。

　現在の研究では未知の部分も多く、既存の学術書をなぞるだけの勉強では足りないところも興味深かった。

　こんな途方もない学問に明け暮れているのか。

　天文学も面白いと思ったが、いつ見ても必死に勉強しているマルティナのことはもっと面白いと思った。

　気づけば目で追っていて、話しかけずにいられない。

　情熱、という言葉とは縁遠い生活を送っていたエリアスにはマルティナがとても眩しく見えて。

　その瞳に星だけでなく、自分を映して欲しい。

　いつからかそう願わずにいられなくなっていた。

　彼女と話を合わせようと、天文学についても勉強した。

　知識のレベルが上がるにつれ、マルティナはとても楽しそうにしてくれたが、やはり意識がむいているのは、勉強ばかりで。

「卒業論文でいい成績を残したいと思っているんです。今はそのための研究をしています」

　なにかの折に、マルティナはそう漏らした。

　では、論文で彼女よりもっといい成績を残したら？

　今は星しか見えていなくても、目の前に立ちはだかる男を無視できないだろう？

　彼女に少しでも振り向いてほしくて、寝る間も惜しんで論文の作成に打ち込んだ。

　こんなにもなにかに真剣になるのははじめてで、それはとても心地のいいことなのだと知った。

　彼女を追いかけて、退屈だった毎日が輝き始めた。

　なのに――。

　掲示板に貼り出された論文の成績を見上げるマルティナの顔は絶望に満ちていた。

　エリアスが一位で、マルティナが二位。

　点数で言えば、どちらも歴代最高点を更新している。褒められるべき成績だ。

「大嫌い」

　涙がいっぱいたまった目でそう吐き捨てられた。

　健闘を讃え合うものだとばかり思っていたから、エリアスは呆然として動けなかった。

　彼女は他人の頑張りを認めないような人間ではないはず。なにがマルティナをそうさせた？

　卒業式にも彼女は顔を見せず、風の噂でマルティナの父が娘の結婚に動き出していると聞いた。

　教師を問い詰めればあっさりと白状した。

「マルティナ嬢は論文の成績が一番だったら研究を続けられると張り切っていましたよ。達成できなかったので、親のすすめで結婚をするのでしょう」

　そこではじめて、自分の選択はマルティナの道を閉ざすものだと知った。

　論文は、少なくとも彼女の気を引きたいなんて理由で発表してはいけないものだったのだ。

（どうする……マルティナが結婚してしまう。だったら先んじて、僕との結婚を持ちかけるか？　そうすればマルティナがずっと側にいてくれる。彼女も研究を続けられるし……）

　条件は問題ないだろう。彼女の父も王太子からの求婚とあらば断りはしないはず。

　けれどそんなことをしたら、永遠に彼女の気持ちは手に入らない。

　立場を利用し、彼女の夢を人質に取って側に置こうとするなんて、さらに嫌われるに決まっている。

　それは耐えられなかった。

　――だからマルティナの父を秘密裏に呼び出し、助言したのだ。

「彼女の結婚相手にふさわしい男に心当たりがありますよ」と。

　その相手というのが――今、エリアスの目の前にいるドルフ・オルソンであった。

　エリアスの執務室に呼び出され、彼の向かいで緊張の面持ちで立つドルフは、客人というより配下の一人のようだった。

「久しいな。その後変わりないか」

「は、はい。あの……俺、ちゃんとやりましたよね？　ヘマはしてないですよね？」

「ああ」

「よ、良かった～。これで残りの援助金ももらえるんですね。爵位も返さなくていい？　助かった～」

　ドルフは三白眼に安堵の涙を浮かべている。

　若きオルソン辺境伯家当主は、見た目はそれなりに整っているのだが、どうも中身の情けなさがにじみ出すぎている。

　思考は単純で、後先考えない傾向があり――平たく言えば、アホなのだ。

　こういう人間はいい。懐柔するのが簡単だ。

　エリアスとドルフの会合はもう何度も繰り返されてきたことだった。

　マルティナの結婚相手が未定だった当時、候補の一人だったのがこのドルフだ。

　彼は当主を継いで日が浅く、先代のオルソン当主は病での急逝だったため、息子にろくな教育も施してはいなかった。

　先代からの家令に手綱を握ってもらうかたちでなんとか領地を運営していたのがオルソン家だ。

　おまけに本人はあまり頭がいいとはいえない。

　それで、マルティナの父、シェナスト伯爵に彼を推したのだ。

「オルソン家は近々、とある事情で大金を得ることになるでしょう。元は堅実な領地運営で知れた家です。すぐに以前までの勢いを取り戻すはずですよ」

　王家筋からの忠告はシェナスト伯に効いたらしい。

　マルティナの結婚が着々と進む中で、エリアスはドルフと接触を図った。

「領地運営がうまく行かずに赤字続きらしいな。こちらは多額の援助金を出す用意はあるが――僕と取り引きしないか？」

　シェナスト伯に助言した大金というのは、エリアスが出す予定の金のことだった。

　金が手に入ると知って、ドルフは条件も聞かずに首を縦に振った。やはり単純な人間はいい。

　エリアスが出した条件というのは、嫁いでくるマルティナに指一本触れないこと。天文学の研究を自由に続けさせること。そして、一年後に離縁すること。

　シェナスト伯は彼女を結婚させる以外の選択肢は選ばないだろう。その相手に自分が立候補できないなら、結婚相手を水面下で操ればいい。

　約束の金は私財から捻出した。半分を先払いし、もう半分は離縁という条件を守ってからという契約で。

　マルティナに触れることがあったら爵位返上、と付け加えればドルフは震え上がっていた。

　さすがに王太子といえど、そんな理由で一つの家系を途絶えさせることなんて不可能なのだが。ドルフにはこれも十分な脅しになったようだ。

　それから、ドルフはなにも知らないマルティナと結婚し、時折今日のように呼び出しに応じて約束を破っていないか報告した。

「もう我慢の限界なんですよお。マルティナは俺の好みど真ん中で……同じ家にいるのにどうやって触れるのを我慢すればいいのか……」

　結婚から数ヶ月後に呼び出したドルフは泣きべそをかいていたから、その足で高級娼館へ送り出した。

　娼館の費用は経費だと思っていくらでも通え。そう告げると、いい笑顔を浮かべていたものだ。

　ドルフの娼館通いは高頻度で、マルティナはきっと外に愛人がいるのだと思ったことだろう。

　それでいい。間違ってドルフを好きになられでもしたら困る。

　そして、一年後。

　ドルフは約束通り、マルティナを実家に帰した。

　今日はその取引の完了とねぎらいのために呼んだのだが、どうもドルフの顔を見ると腹の奥がむかむかとしてくる。

　夫婦らしいことは一つもしていないだろうが、この男は一年もマルティナの夫という立場だったのだ。嫌う理由などそれだけで十分だろう。

「いやあ本当大変でしたよ。マルティナは俺の好きな女王様タイプなんだもんなあ。嫁いでくるのがつんとした美人だって知ったときには、我慢できるか悩みました。欲を言えばマルティナにもいじめ抜いて欲しかったですけどね」

　約束を果たして気が抜けたのか、ドルフはへらへらとしている。

　そう、ドルフの好みは気の強い女王様気質の女性。彼は生粋のマゾヒストなのだ。

　彼に紹介した高級娼館も、そういった要望に応える女王様が多数在籍している店だ。

（ばかじゃないのか、こいつ）

　頭が悪い上に、人を見る目もないなんて。

　マルティナのどこを見て嗜虐嗜好があるなんて言っているのだろう。

　本当のマルティナはウブで、強がりで、けれどだまされやすい。与えられた快感には従順で、あんなにかわいく啼くのに。

　閨教育なんて、できるはずがないのだ。

　マルティナが処女だということは、エリアスには筒抜けだったのだから。

　それでも、意地なのかプライドなのか、彼女は最後までやりとげようとした。

　一生懸命に空回りする姿を思いだすと、そのかわいらしさに口元が緩みそうになる。

「それにしても、なんで俺はマルティナと離縁しないといけなかったんですかね？」

　ドルフが今さらな疑問を口にする。

　頭の回転が遅い人間はこれだからいけない。部下としては絶対に近くに置きたくない男だ。

　その鈍感さが、今回は役に立ったけれど。

（まあ、いい。もうこの愚鈍な男とは二度と会うこともない）

「詮索しないほうがいいことも世の中にはたくさんあるとわからないか？　それから、お前はもう二度とマルティナについて口にしたり、頭の中で考えを巡らせたりしないように。いいね？」

　にっこり笑って見せると、ただならぬ様子に気づいたドルフは蒼白な顔でこくこくと頷いた。
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「なによこれ……」

　自室の揺り椅子に腰掛けるマルティナはぼそりと呟く。

　手元には作りかけの刺繍。窓から見えた小鳥を縫い取っていたはずが、歪な円形から二本の棒がはみ出す得体のしれない物体になっている。

　一応飛んでいるところを模したつもりだったが、作った本人ですら首を傾げる出来である。

　不器用な自覚はあった。というか、人並みにできることが少ないのだ。

　部屋に備え付けられた本棚にはびっしりと天文学の学術書が詰まっている。

　これを意識したくなくて刺繍なんて慣れないことに手をつけたのに、やはり視界の端に入ってくると気が散った。

　あれは最新の研究がまとめられたもの。あれは彗星研究の権威が書いたもの。

　思わず手を伸ばそうとするたびに、自分を叱った。

　もう天文学からはすっぱり手を引いたはずだったのに。

「嫌がらせみたいな部屋よね、本当……」

「そう？　どのあたりが？」

　苦々しく呟いた独り言に返答があって、マルティナはお尻が浮き上がるほど驚いた。

「なっ、エリアスさま!?　どうしてわたしの部屋に」

「何度もノックしたんだけど返事がなかったから、具合でも悪いのかと思って入らせてもらったんだ。刺繍に集中していたんだね。それはええと……小鳥かな」

「わかるんですか!?」

「当たり前だろ。完成したらプレゼントしてほしいな」

　モチーフがわかっただけでも驚きだが、こんな不格好な刺繍に対して満点のお世辞が言えるなんて。どこまでも隙のない完璧さに口角が引きつる。

「いいですよ、そういうの。ここは社交界のパーティーではありません。本音で話していただいて結構です」

「え、全部本当のことを言ってるつもりだけど」

「はいはい。で、用事はなんですか？」

　こんな不格好な刺繍でも、欲しいと言われてほんの少し嬉しかった。それが気恥ずかしくて、悟られまいと投げやりな口調になる。

　エリアスはマルティナの前に抱えてきた資料を置いた。

「きみの力を借りたいんだ」

「……彗星の軌道についての研究ですね。これがなにか？」

「さすがだね。ぱっと見ただけでわかるのかい？」

　資料の一ページ目には細かい数式がずらりと並んでいる。

　ブランクはあってもこれまで何年も研究を続けてきたのだ。このくらいのことはわかった。

「わたしではお役に立てないでしょう。そもそも学園ではあなたのほうが成績は上だったのです。わたしになにを聞くことがあるんです？」

「少し行き詰まった部分があってね、きみに全部を計算して解決してほしいってわけじゃないんだ。ただ、なんでもいいから助言がほしい。王宮には天文学の専門家が少ないから」

　エリアスは資料をめくりながら説明をはじめる。

　彗星軌道の研究の目的は、軌道計算の方法を容易にすることだ。そうすれば今後万が一彗星が国土へ落下する際にも先んじて対策が取れる。

（天文学をそのまま国防に活かすなんて発想、わたしにはなかった）

　すごい、と心の中で素直に賞賛してしまう。

　星について研究するのは大好きだが、実生活にどう役立てるかなんて考えたこともなかった。

　むしろ、遠くの星に対する研究など、ほとんど道楽みたいなものだと思っていたのだ。

　だから余計に父も認めてくれないはずだ、と。

　エリアスはそうではなく、王太子としての役割をこの学問に見出した。

「……計算は間違っていないようですが、ティヒ彗星の参考データが古い気がしますね。他国語ですが、この分野の専門博士の本に、一年ほど前に発表された研究結果が載っています。それを加味して数値を割り出してはいかがでしょう」

「ああ、なるほど。それで想定と違う数値が出たのか。いやあ助かったよ」

「たいしたことは言っていませんよ。エリアスさまだってきっと気づいたはずです」

「でも、今すぐ解決できたのはきみのおかげだ。分野に造詣ぞうけいの深い人と話すのはいいね。視野が広がる感じがする」

「エリアスさまは充分広い視野をお持ちではないですか。天文学のこんな使い方、わたしだったら永遠に思いつきません」

　大真面目に言えば、エリアスは苦笑する。

「褒めてくれるのは嬉しいけど、視野は狭い方だと思うよ。好きになったらそればかりしか見えなくて、手を伸ばすことに夢中になってしまう。まわりなんて見えないくらいにね」

「そう……なんですか？」

「欲しいと望んだものすら傷つけるほど、がむしゃらになってしまうんだ」

「へえ……」

　自分の知る、天才型のエリアスとはずいぶん乖離かいりしたイメージだ。

　そもそも、欲しいものはなんでも手に入るような彼に、それほど渇望するなにかがあったということが意外だった。

「マルティナこそ、頭の回転は健在だね。こうして話していると、学生のころを思い出すようだ」

「そうでしょうか。天文学に触れるのは一年ぶりですから、お役に立てたのはまぐれだと思いますよ」

「え……でも、結婚していたあいだも、研究は続けていたんだろう？」

「いいえ。卒業してからすっぱりと手をひいておりました」

「は……」

　エリアスは呆然としている。

　論文で一番になれなかったから、覚悟を決めて嫁いだつもりだった。本や研究ノートは屋敷の屋根裏部屋においていった。

「約束が違う……」

「え？」

　エリアスが苦々しくなにかを呟いている。聞き返せば、ぱっと顔を上げたエリアスはいつもと同じ柔らかな笑顔だった。

「いや、もったいないなあと思っただけ。きみくらいの知性を持った女性は、もっと学問で功績を残すべきだよ」

「でも……」

「あの論文の成績のことを気にしているのか？　たしかにあのときは、僕のほうがいい点数をもらった。けれどきみの研究が劣っていたわけじゃない。きみがやろうとしていたことは長期にわたる記録が必要な分野で、学園に在籍している期間じゃ、さわりの部分にしか触れられなかっただけだ。あのまま卒業後もチームを組んで研究を続けていたら、きっと後世に名を残す研究になっていた」

「え……エリアスさま、わたしの論文を読んでくださったんですか？」

「当たり前だろ！　きみが心血を注いだ論文だ、読むに決まっている。すごく興味深かったよ。執念すら感じる論文だった」

「そんな……」

「僕はずっときみを尊敬してるんだ。きみは情熱のある優秀な研究者だから。そうだろう？」

「っ……！」

　まさか、そんなふうに言ってもらえるなんて思ってもみなかった。

　エリアスは自分の邪魔ばかりしてくる憎きライバル――。

　そのはずだった。

　そう、自分に思い込ませていたのに。

　疎ましく思うと同時に、自分が持ち得ないものをたくさん持っている彼にどこかで憧れてもいた。

　学生時代の、甘いような苦いような青臭い感覚が思い出されて、マルティナは顔をしかめる。

　なにもかも自分より秀でたエリアスだが、天文学への情熱だけは負けていないと思っていた。

　しかし彼の気持ちもまた本物だったのだ。

　嫁ぐ直前、エリアスの卒業論文を読んだ。

　感情にまかせて彼を罵倒してから少しだけ冷静になって、一番の成績を取った論文がどんなものか見ておかなければと思ったのだ。

　エリアスの論文は、彗星軌道についての新しい計算方法で、緻密で膨大なデータに裏打ちされたものだった。考察にははっとするような鋭い指摘がいくつもあり、適当な研究で書けるものではないとすぐにわかった。

　執念、というのなら、彼の論文からも充分伝わってきたのだ。

「エリアスさま……申し訳ありませんでした」

「ん？」

「論文の成績を見て、ひどいことを言いました。あなたは真剣だったのに、それも知らずに――」

　ずっと胸につかえていたことをやっと言えた。

　認めたくなくて、けれどそう思うほどに押し寄せてくる事実。

　彼は立派な研究者だ。本当はわかっていたのに、自分の道が閉ざされたショックで素直になれずにいた。

　エリアスは気にする素振りもなくにこりと笑う。

「マルティナにそんなふうに言ってもらえるなんて嬉しいよ。きみがずっと前から熱心に研究をしていたのは知っていたのに、それを横取りするようなことをしたのは事実だから」

「誰が先かなんて関係ありません。エリアスさまの実力が認められてあの成績が与えられたのですから」

「……本当は僕が一番を取ったこと、謝ろうと思ってたんだ。でも、そんなふうに言ってくれるなら、謝罪は却って失礼だね」

「ええ、エリアスさまが好きだという気持ちはまっすぐに伝わってきましたもの。負い目を感じる理由なんてありません」

「えっ!?」

　エリアスは目を丸くする。

「好きって……」

「だから、天文学を心から愛していることが伝わってきたと」

「ああ、天文学ね……」

　がくりと肩を落とすエリアスに、マルティナは首を傾げる。

「まあいいや……マルティナ、また助言をもらってもいい？　きみの知能を味方につけられたら心強いんだ」

「……わかりました」

　少し考えて、マルティナはこくりと頷く。

　天文学を続けるつもりはない。自分で決めた以上、それを覆そうとは思わなかった。

　けれど、これは単なる助言。要請されて国政に関わるのなら、むしろ貴族としての務めだろう。

「ありがとう、マルティナ」

　エリアスはきらきらと眩しいくらいの笑顔を向けてくる。

　絶対に負けたくない相手から手放しに認められるのはこうも満たされるものなのか。

　卒業以来、ぽっきりと折れたまま踏み荒らされていたマルティナのプライドがみるみるうちに補強されていった。






「いいですか、エリアスさま。あなたの研究チームは記録観測においてはスペシャリストですが、どうも過去文献を当たることに不慣れなようです。研究結果が古いばかりに数値のブレがある箇所が点在しております！」

「そうなのかい？」

「気になった部分に印を付けておきました。それから、参考資料についても付記させていただきましたわ！　どうぞお役立てくださいませ」

　あれから数日後、日の高いうちにエリアスが自室を訪ねてきた。

　マルティナは彼が部屋に入るなり資料の積み上がった机の前に座らせ、預かっていたレポートを目の前に置く。

　そこには赤いインクで注釈が書き加えられていた。

　しばらくそれを読んでいたエリアスが顔を上げる。

「……すごいな。数ヶ月前に発行された学術書の参考ページまで書かれてる。きみは一年ほど天文学から離れていたんだよね？　ってことは、この本はここ数日で読んだってこと？」

「ちょうど部屋に用意していただいた本の中にありましたので」

「翻訳前の本だけど……」

「ええ。天文学研究が進んだ国の言葉は原書を読めるよう、学生時代に勉強したんです」

　当たり前だというように言えば、エリアスが苦笑する。

「きみの努力を努力と思わないところ、本当にすごいよ」

「そうでしょうか？　必要なことでしたので……」

「ありがとう。本当に助かった。チームについてもきみの言うとおりだ。対策しないとね」

「そんな、お礼なんて。当たり前のことをしただけですから」

　エリアスが見せてきた研究レポートは興味深く、少しだけ貸してくれないかと頼んだら、彼は快諾してくれた。

　なにかあったらまたアドバイスがほしいとも言われたから、マルティナは気づいた部分を洗い出したのだった。

　その作業にあたって室内の本がとても役立った。ようやく理由をつけて学術書を読めることに幸せを噛みしめる数日だった。

「大変だったろう。こんなに読み込むものだと思わないから、気軽な気持ちで預けてしまった」

「いいえ、ちっとも。興味深かったですから」

「じゃあ、また手伝ってくれる？」

「もちろんです！」

　エリアスの手伝いをするということは、正当性をもって天文学に触れられるということだ。そんなお願いならいくらでもしてほしい。

「それにしても、今日はどのようなご用事で？　レポートでしたら、言ってもらえればこちらから出向きましたのに」

「流行の紅茶を手に入れたから、きみもどうかと思ってね。香りのいいハーブがブレンドされているんだって」

　エリアスが取り出したのはガラスの小瓶で、中には茶葉が入っている。

「メイドに用意させよう」

「よろしいのですか？　エリアスさまはお忙しいんじゃ……」

「そうだよ？　だからきみに会うために頑張って時間を作ってきたんだけど」

　意味ありげな目配せに、マルティナはきょとんと首を傾げる。

「こう言ったらわかる？　きみに会いたかったんだよ、マルティナ」

「っ……！」

　伸びてきた手がそっとマルティナの手に触れ、瞬間、するりと指を絡められる。

「ふふ、赤くなった。そうかあ、きみにはこのくらい直接的に言わないとだめなんだね」

「じょ、冗談はおやめください……！」

「冗談に聞こえたのなら悲しいな」

　ふっと目を細めるエリアスの表情は艶っぽくて、速まる鼓動がどくどくとうるさい。

（冗談以外のなんだっていうのよ……！）

　からかうのはやめて、と手を振りほどきたいのに、喉はからからに渇いて身体が硬直し自由がきかなかった。

　エリアスは眉を下げ、ぎゅっと指の力を強める。

「ねえマルティナ。きみに研究を手伝ってもらえるのはすごく嬉しい。でも、無理はしないと約束してくれ。ここ最近、あまり休んでいないだろう。疲れた顔をしている」

「え？　いえ、そんな普通です。学生時代から夜にかけて勉強していましたし」

「じゃあやっぱり無理しているね。学生のとき、毎晩天体観測をするからしかたないって思ってたけど、とても疲れが溜まっているようで心配だったんだ。もう夜更かしは禁止。わかったね？」

「は、はい……」

　昔からそんなことまでばれていたのかと驚いてしまう。

　たしかに学生時代のマルティナは研究と天体観測で夜遅くまでこっそり起きている生活をしていた。貴族令嬢としてあくびなんてしているところは見られるわけにもいかず、必死に平静を装っていたというのに。

（エリアスさまの観察眼はすごいわ。誰に対してもそうなのかしら）

　もしかして、自分だから？　なんて自惚れが一瞬よぎる。

　そう思ってしまうのは、未だに絡められたままの指先が熱を帯びているからだろうか。

　ほっそりとして、けれど男性らしい骨張った手はマルティナを離さない。

　いつの間にか、その温度が心地良くて、手を振りほどこうなんて考えはなくなっていた。






　しばらく部屋で話したエリアスは、また来ると約束し、名残惜しそうに執務へ戻っていった。

　日はまだ高く、マルティナは図書館へ行こうと外へ出た。

　中庭に通じる渡り廊下を歩いていると、庭の隅で二人のメイドが掃除をしている姿が見える。

　そのまま通り過ぎるつもりが、彼女たちの会話に「エリアス殿下」という言葉が聞こえて、つい柱の陰に隠れた。

（これじゃ盗み聞きだわ）

　けれど今出て行ったら隠れていたこともばれてしまう。

　しかたなくじっとしていると、メイドたちは周囲に人がいると気づいていないのか遠慮のない声量で会話を続ける。

「エリアス殿下の生誕パーティーってもう二週間後よね。これから忙しくなるわ」

「でも楽しみ。飾り付けられたお城もずらっと並ぶお料理も、見ているだけでうきうきするもの」

「お城に勤める者の特権よね。なにより着飾ったエリアス殿下を拝見出来るだけでも儲けものよ」

（そうだったのね。エリアスさま、お誕生日が近いの……）

　どうりでここのところ城が慌ただしいわけだ。

「来賓も続々と到着するらしいわよ。明日はまずグオム王国のリュリュ姫がいらっしゃるわ」

「でも、パーティーの来賓にしてはずいぶん早い到着ね。観光でもするのかしら」

「それがどうも噂によると、リュリュ姫はエリアス殿下の婚約者候補らしいのよ。滞在中に仲を深めて、パーティーで婚約を発表するんですって！」

「うそ！　ロマンチックだわ！」

（え……）

　メイドたちはきゃあきゃあはしゃいでいるが、マルティナの耳には入ってこなかった。

　マルティナは自分がここにいる意味を思い出していた。

　閨教育係を仰せつかったのは、ゆくゆくは彼の結婚のためだ。

　どうしてそんな当たり前のことを忘れていたのだろう。

　エリアスと話したのはついさっきだというのに、それがずいぶん昔に感じられた。

　彼の側にいられるのはあとわずかなのだ。

　どういうわけか胸がずきりと痛みを覚える。

　エリアスの隣にずっといられるわけじゃない。そんな当たり前のことが寂しくて、もやもやと重くなる気持ちを止められそうになかった。

















第三章　道具ってなにに使うんですか!?












　天気のいい昼下がり。

　マルティナは中庭のガーデンテーブルで彗星観測についてのデータを広げていた。

　マルティナの部屋を訪ねることが日課になっていたエリアスだが、先日、いよいよ本格的に忙しくなるのでしばらく会えなくなると申し訳なさそうに言われてしまった。

　自身の生誕パーティーが近づき、元々の公務に加えて来賓対応など、日々の忙しさはますます増しているのだ。

　だからおしゃべりしている暇なんてないのは当然だ。わかっているはずなのに、残念だと思う気持ちが大きいことに気づいてマルティナは当惑した。

「そんなこと気になさらないでください！　そうだ、また作成途中の研究レポートを預けていただけませんか？　エリアスさまが多忙なあいだも、わたしが内容のチェックを進めておきますから！」

　気持ちを隠すように、わざと明るい声を出す。

　するとエリアスはむっと拗ねたような表情を見せた。

「……きみはちっとも僕のほうを見ない」

「え？」

「やっぱりマルティナの一番は天文学なのかなって思っただけだよ」

「……そ、そうですよ？」

　研究を進めたらエリアスの負担を軽減できる。彼の喜ぶ顔が見られるかもしれない。自分が自然とそんなふうに考えていたことに気づいた。

　それではまるで、エリアスがマルティナにとっての一番の行動理由になってしまう。

　そんなはずはない。自分は研究が好きだ。その気持ちにまったく嘘はない。

　なのに、彼への返答は上ずった声になる。

「ま、いいや。理由はなんでも、きみに会える時間ができるなら。前も言ったけど、無理しちゃだめだよ？」

　どこか寂しげな微笑みを浮かべたエリアスと数日前に話してから、久しく彼の顔を見ていない。

（エリアスさまも寂しい……？　いえ、『も』ってなによ、『も』って！　別に研究に打ち込んでるあいだは寂しさが紛れるとか、思ってないわよ！）

　ガリガリとペンを走らせつつ、心の中で一人言い訳めいたことを考えていたとき――。

「その計算で、わらわの運命の星も見つかるかの？」

　向かいから声を掛けられてはっとした。

「あ、あの……？」

　対面のガーデンチェアには一人の女性が座り、こちらをにこにこと眺めている。

　チョコレート色の艶やかな肌に、長いふわふわの銀髪。つり目がちな赤い瞳は大きく、好奇心に満ちていて猫を連想させた。

　歳はマルティナとそう変わらないように見える。

（す、すごいドレスね。どこの国のデザインかしら）

　女性ははっきりとくびれのある女性らしい身体つきをしている。胸とお尻は肉付きがよくて肌がぱんと張っており、腰はきゅっと絞られていた。

　そのうえ、身体のラインにぴったりと沿うような白いドレスを纏っていた。

　腰のサッシュベルトから伸びる二筋の布が首の後ろで結ばれてホルターネックになるデザインだ。

　見たところ、コルセットのような頑丈な下着はつけていない。

　そのせいで、艶めかしい肉体の輪郭が浮き彫りになっている。

　性的な感情に関わらず視線を集めてしまう。彼女のスタイルはそれほど完成されていたし、顔立ちもまたエキゾチックな魅力に溢れている。

　女性は膝を立ててチェアに腰掛けていた。その自由な体勢もなんだか猫のようだ。

「あの、どちらさまでしょうか……？」

「おお、申し遅れたな。わらわはリュリュ・スィ・ド・グオム。グオム王国から参った者じゃ」

　グオム王国は、ここノルステネシア王国の東側に隣接する国だ。

　国土は小さいが、周辺諸国とは大きく異なる文化を守りながら地位を築いてきた。

　オルソン辺境伯領がちょうどグオム王国と接する位置にあるため、マルティナはその名を聞く機会も多かった。

「りゅ、リュリュ王女殿下でいらっしゃいましたか!?　わ、わたくしはシェナスト伯爵家マルティナと申します」

「マルティナ。よいよい、そう硬くならずとも。邪魔をしたのはわらわのほうじゃ。それより、なんの呪文なのだそれは。星についての計算ということはわかるのじゃが」

　走り書きの文字は読めたが、計算式についてはわからなかったのだろう。無理もない、これは分野の知識に精通していないとさっぱりだろうから。

「これは天文学の研究でして……」

「む、そうであったか。では詳しくは聞くまい。王城で進められている研究は国外秘じゃろう。わらわはなにも見ておらぬぞ」

　リュリュはさっと両目を手で隠す。高貴な身分でありながらずいぶんお茶目な仕草だ。

　こちらが詳細を言えないとわかってすぐに退いてくれたのも助かった。気ままに見える反面、細かい気づかいも出来る女性らしい。

　マルティナは資料を手早く片付ける。

「リュリュ王女殿下は中庭の花をご覧にいらしたのですか？」

「リュリュでよい。わらわは運命の星を探しに来たのじゃ。そのうちこの庭に行き着いての。そしたら優雅な空間で難しい計算をしておる娘がいる。しかも星、とあらばわらわの求めるロマンチックな研究かと思ったのじゃ」

「運命の星とは……？」

「いずれ巡り会う、相性ぴったりな生涯の伴侶のことじゃな」

　つまり、結婚相手を探してこのあたりを歩き回っていたということだろうか。

　伴侶はそうやって見つけるものではないと思うのだが――。

　そこで、メイドたちの噂話を思い出した。

　彼女はエリアスの婚約者候補として呼ばれたというではないか。

（リュリュさまは結婚に前向きなのね……）

　ずきりと胸が痛むが、マルティナはそれをなんとか無視しようとする。

　彼女の運命の星は、いずれお膳立てされて目の前に現れる。

　エリアスと会えばきっとすぐに気に入るに違いない。彼には欠点らしい欠点がないのだから。

「マルティナはエリアス王太子殿下に会ったことはあるか？」

　突然彼の名前を出されてどきりとした。

「は、はい……」

「おお、そうか。わらわはまだなのじゃ。エリアス殿下はどんな人間なのじゃろうな。どうやらわらわの運命の星に最も近いらしいのじゃが、会ってみないことにはわからないではないか」

「い、今は生誕パーティーの準備もあり忙しくしているようですが、きっとすぐリュリュさまにもお目通りのお話があるはずです」

「そうなのか？　マルティナはそのあたり詳しそうじゃが、もしかしてエリアス個人が抱えている学者か？」

「え？　いえ、わたしは学者なんかじゃ」

「ほう、学者でもないのにずいぶん複雑な計算ができるものじゃな。ん？　ではマルティナはエリアスとどういう関係じゃ？」

　きょとんと首を傾げられて、ぐっと言葉に詰まった。

　冷静になればいくらでも思いつくはずなのに、うまい言い回しが出てこない。

（元同級生？　でもここにいる理由になってないわ）

　焦るマルティナを見て、リュリュはにやりといたずらっぽい笑みを浮かべる。

「なるほど……恋人、か」

「ち、違います！　閨教育係です！」

　言ってからしまったと思った。

　自分の婚約者候補に、教育のためとはいえ閨を共にする相手がいる。

　それを聞いて気分がよくなる人間なんているはずがないのに。

　最悪、外交問題に発展するかもしれない。

　マルティナが冷や汗をかいていると、リュリュはがしっと力強い握手を交わしてくる。

「そうか！　閨の教育を施しているのか！　いやはやさすが大国。閨についても手厚い講師がつくなんて、幸先がよいではないか」

「へ？」

　両手で掴んだ手をぶんぶんと上下に振り、リュリュは満面の笑みを浮かべていた。

「グオム王国では身体の相性は伴侶選びになにより重視される部分。婚前の交渉は自由じゃが、いざ結婚してしまえば婚姻相手との契りしか許されないからの。夫婦の交合から絆は深まる、というのがわらわの国の価値観じゃ。結構結構、閨教育大いに結構」

　思いがけない言葉に開いた口がふさがらない。

　グオム王国はずいぶん性に奔放な国のようだ。

　誰とでも婚前交渉をしていいだなんて、マルティナの常識では考えられない。

（でも結婚したらその相手としか性交しないんだから、問題はないのかしら）

　こちらの国では貴族の結婚といえば家柄がまず第一とされるように、グオム王国では性行為の相性に重きを置いているだけ。価値観の違いといってしまえばそれまでだ。

　リュリュは掴んでいた手を離すと、さっと椅子に座り直す。

　膝を揃え、背筋をぴんと伸ばす姿は王族の気品に溢れていた。

「マルティナ、貴殿に敬意を示そう。閨教育の師という尊い地位について、さらに天文学分野の才媛というおそろしい頭脳を持っているのだな。エリアス王太子殿下にはまだ会っておらぬが、貴殿が教鞭を執るというのなら、俄然期待が高まった。正直、国境を越えての結婚に気の進まない部分もあったからの。この国で運命の星を見つけられるか不安じゃったが、流れに身を任せてみようと思う」

　まっすぐに告げられた言葉はとても真摯なもので。

（リュリュさま……国のため、他国の人間と結婚するなんて不安があるに決まってるわよね）

　当たり前の事実に自分と同じ一人の女性としての心細さを見た。

　遠くから侍女がリュリュを探す声が聞こえる。

「それでは行くとしよう。ではな」

　リュリュは声の方向へ走って行ってしまった。脚の付け根あたりまでざっくりとスリットの入ったドレスは動きやすいらしく、あっという間に姿は見えなくなる。

　嵐のような人だった。

　マルティナはリュリュについて――グオム王国について、自分の知識を総動員して考えてみる。

　グオム王国とは国交もあり、ノルステネシア王国にとっては友好的な国といえる。

　問題なのはグオム王国のさらに東、ヒミラス帝国の存在だ。

　戦で国を大きくしてきた歴史を持つ大国で、国力の弱まった周辺国があればすぐに取り込もうと情報網を張り巡らせている。

　グオム王国のような小国にとってはこの上ない脅威であるが、ノルステネシア王国にとっても、仮に対立した場合、甚大な被害をもたらすのは確実だ。

　ノルステネシアは現在、帝国の脅威にもなるほどに大きく、国力も安定しているのだが、豊かな領地を巡っていずれ争いが起きないとも限らない。

　血の気の多い国が側に控えているというのは、それだけで緩い緊張状態を与える。

　婚姻によって両国の友好を深めるのは、互いにメリットのある話だ。

　グオム王国にとってはこの上ない後ろ盾になるし、自国にとってはグオムに攻め入ればさらに大きな戦争の火種となることを暗示できる。抑止効果に繋がるのだ。

（今現在の状況で、エリアスさまにとって……ううん、ノルステネシア王国にとって一番良い縁談とも言えるわ）

　そこに異論を唱える者はいないだろう。

　だから先んじてリュリュを国賓こくひんとして招待したのだろうし、グオム王国も文化の異なる隣国に姫を嫁がせようと思ったのだ。

「わたしは絶対、この婚約を成立させないといけない……」

　ぽつりとつぶやくと重圧がのしかかってくる。

　閨教育はいずれ訪れる結婚の際に困らないため、なんて悠長なことを言ってはいられなくなってしまった。

　リュリュの運命の星となるため、なんとしてもパーティーまでにエリアスを閨の達人に仕立て上げないといけないのだ。






　それから数日後の夜――。

　久しぶりに真夜中に会うエリアスはやはり壮絶な色気を放っていた。

　まだわずかに水気の残る髪は下ろされており、そこから覗く首筋の白さにくらくらする。ナイトガウンの合わせ目からはちらりと鎖骨が見えており、硬い曲線は男性的な魅力を隠そうともしない。

　直接見ていると動悸が治まりそうにないので、マルティナはそっと視線を外した。

「申し訳ありません。お呼び立てしてしまって」

「全然？　マルティナから声を掛けてくれるなんて嬉しいな」

「きょ、教育係として当然のことですから！」

　エリアスの寝室にははじめてのときと同じように燭台のほのかな明かりが瞬いていた。

　閨教育の続きを、と持ちかけたのはマルティナのほうだ。

　なにせ時間がない。

　エリアスが相変わらず忙しくしているのは知っていたが、生誕パーティーまでに彼の女性への耐性をどうにかしないと、婚約はありえないのだから。

「……リュリュさまとはお会いになったのですか？」

「え、リュリュ王女殿下？　会ったけど」

　さらりと言いのけられてぎくりと身体が強張った。

「ど、どうでした？」

「たいした話はしていないよ。長く滞在することだし、国の名産を勧めたくらいかな。観光といっても彼女の身分じゃ身軽に動けないから、退屈しているんじゃないかと思ってね。食べ物なら楽しめるかなって」

　エリアスの態度はいつもと特に変わりはないようだ。

（もっと核心に触れた話はしなかったのかしら。エリアスさまはリュリュさまの結婚観を知っているの？）

　聡明な彼のことだ。グオム王国との婚姻がどれほどこの国にとって有益なものか理解しているはず。

　そんな悠長なことをしていて、婚約がうまくいかなかったらどうするつもりなのだろうか。

　マルティナは持っていた手提げをぎゅうっと抱きしめる。

「それ、大事なものなの？　さっきからずっと持っているけど」

「今日は……閨でこれを使う勉強をいたします」

　中身を寝台にひっくり返すと、エリアスは目をしばたたかせた。

　入っていたのは、蝋燭に鞭、真っ赤な麻縄に帯状の紐などだ。

　これは今日のまだ日が高いうちに、リュリュ付きの従者が、王女より贈り物だといって持ってきたものである。

　閨教育係に敬意を表して、最高品質の道具を贈る。これをどうか教育に役立てて欲しい、と。

　マルティナは途方に暮れてしまった。

　そのときすでに、エリアスに閨教育の続きをと持ちかけていて、ようやく今夜時間がとれたとのことだった。

　当初は先日のような調子でことを進めればいいと思っていたから、突然現れた用途不明の道具たちに頭を抱えてしまう。

　リュリュがわざわざ閨教育に役立てろと言っているのだから、これは交接の際に使うものなのだろう。

「これ、どうしたの？」

「ええと……たまにはこういうものも取り入れるべきかと」

　言葉を濁したのは、リュリュの介入をちらつかせたくなかったからだ。自分の婚約者候補と閨教育係が裏で繋がっているのは、男性側として面白くないかもしれない。エリアスにそういうプライドがあった場合を危惧した。

「てことは、マルティナは使い方を知ってるってことかな？」

「それは……」

　夜を迎えるまでに時間がなかった。だから下調べはできていない。

（でもいくつかはわかるから大丈夫。まず蝋燭は部屋を照らすためでしょ。今日はもう用意されてるけど、グオム王国で使われている質のいい蝋燭を、雰囲気作りのために入れてくれたのね。鞭は馬を叩いたりするものだから……エリアスさまが間違った行動をとったときにこれで叩いて指導する、とか？）

　鞭は柄から数本の革紐が伸びる、いわゆるバラ鞭というものだ。

（人間を叩くなんて恐ろしいけど、リュリュさまの国じゃ行為への指導も厳しいのねきっと。あとは縄と紐、か……）

　この二つは使い方がよくわからなかった。

　今日は無視していいだろう。

　マルティナは鞭を手に取る。

「じゃあはじめますね」

「ちょっと待とうか」

　握りしめた手をやんわりと押さえられ、鞭を寝台にぽいと投げ置かれる。

「はじめからそれはハードなんじゃないかな」

「そうでしょうか？」

「そんなに叩かれたいの？」

「な、なんでわたしが叩かれるのですか!?」

　エリアスはくすくすと肩を揺らす。

「僕に叩かれる趣味はないよ」

（わたしだって人を叩く趣味はないわよ！）

　こちらは教育の一環として道具を活用しようとしているのに、おかしなことを言わないでほしい。

　エリアスは帯状の紐を手に取った。

「今日はこっちにしよう？」

　それはシルクでできていて、手触りがつるりとして気持ちがいいのは確認済みだ。

　しかし道具の中で一番、用途がわからないものでもある。

　ドレスのサッシュベルトやナイトガウンの腰紐のようにも見えるが、そんなものを閨の道具に加える意味がわからない。

　エリアスの申し出に、内心助かったと思った。

　彼はどうやらこの道具の使い方を知っているらしい。こちらに聞かれていたら困った事態になっていた。

「わかりました。そうしましょう」

「良かった。じゃあこっちへ来て？」

　導かれるがままに寝台へ上る。ぺたんと横座りするとエリアスはマルティナの後ろにまわった。

　そうして先ほどの紐で目元を隠し、頭の後ろで縛ってしまう。

「えっ!?」

「どうしたの？」

「い、いえ、なにも……」

　思わぬ使い方に戸惑いの声が漏れるが、問い返すエリアスの声は平常そのもので迷いが見当たらない。

（こんな使い方で合ってるの？　目を隠されたら教育係として指導できないのだけれど……隠す意味もわからないし）

　不意に、うなじに柔らかなものが一瞬触れた。

「ひゃんっ」

「ん？　どうしたの？」

「っ……」

　触れたのは唇だろうか。

　耳元で声がして肩がぴくんと跳ねる。

（な、なにか変……いつもより肌も耳も神経が研ぎ澄まされているみたい）

　エリアスは耳元で囁き続ける。

「視覚からの情報って、五感の中でも大部分を占めるんだって。それを阻まれたら、いつもは意識しない他の部分の感覚が鋭敏になるだろ？」

「ふぁっ！」

　耳の縁をつうっと舌先でなぞられる。

　背中をぞくりとなにかが駆け上がり、そわそわと落ち着かない気持ちになった。

　けれど暗闇の中ではむやみに離れるのも寝台から落ちるのではと怖くて、その場に座り込んで身動きが取れなくなる。

　今日のナイトドレスは細い肩紐があり、身頃部分はストンと落ちるようなデザインのものだ。

　頼りなげなその紐をそっと肩から外される。

　胸元も軽く下に引っ張られると、そのままお腹のあたりまで脱げてしまった。

「ふ、ぅ……」

　上半身が外気に晒されたと気づいた瞬間、豊かな胸の膨らみを下からそっとすくいあげられる。

　エリアスの指が胸にふにっと沈み込む感触がして、思わずぶるりと身体が震えた。

「マルティナの綺麗な胸が、僕の手で形を変えるところ、すごく淫らだね」

「っ、み、耳元で喋らないで……っ」

　手の動きを意識させるかのようにわざと緩慢に膨らみを揉まれる。

　指は段々と上がっていき、その中心へ近づいていった。

　時折すりすりと指の腹で撫でるような仕草をされ、マルティナはごくりと唾を飲み込む。

（もうちょっと……）

　胸の中心に触れられる――覚悟するが、瞬間、指はするりと離れていって、白い丘をぐにぐにと揉みしだく。

「んぁっ」

　予測していたのとは違う動きに大きな嬌声が漏れた。

「マルティナ、どうしたの？」

「や……っ、なんでもな――」

「触ってもいないのに、胸の先が立ち上がっているよ？」

「え……う、うそっ」

「本当」

　エリアスが先端をぴんっと指先で弾く。

「ふあぁっ！」

　彼が言っていたことは真実で、硬く立ち上がった胸の突起は、与えられた一瞬の快楽に打ち震える。

　触れられたところからびりびりと気持ちよさが広がって、マルティナは思わず脚を擦り合わせていた。

「気持ち良かったの？」

「ひぁんっ！」

　今度は反対の突起をきゅっと摘ままれる。

（これ、どんな刺激がくるかわからないから、声が余計に出ちゃう……）

　不意打ちの快感に、声を抑えることができない。もどかしい刺激ばかりなのに、快楽は前回の何倍にもなりそうだ。

「っ、はあっ、はぁ……っ」

　いつの間にか心臓の音がどくどくとうるさく、息は浅いものに変わっていた。

　次の快楽はいつ訪れるのか、どこに与えられるのか。

　――どうして、こんな少ししか気持ち良くしてくれないの？

　内側から、抗いきれない渇きのようなものが湧き上がってくる。

「ごめんごめん、もっと触って欲しかったんだね」

「ひあぁっ!!」

　不意に両方の先端を根元からぎゅっと引っ張られ、身体の内側で快感がばちばちと爆ぜていく。

　エリアスはそのまま一方の先端を指の腹ですりすりと撫で、もう一方は膨らみに押しつぶすように刺激を与えてくる。

「ぁあっ、いやっ、急に……っ」

　刹那的な快感しか与えられてこなかった身体には大きすぎる刺激だった。

　マルティナは上体をのけぞらせて、悩ましげに頭を振る。倒れ込まなかったのは、後ろにエリアスの身体があったからだ。後頭部が彼の肩口に当たる感触がある。

「マルティナ、胸がこんなにヨかったっけ？　ああ、それとも、目隠しが好きなの？」

「ひぅっ、ちが、あぁぁっ」

　胸への刺激は止まず、否定の言葉はなんの説得力も持たない。

　マルティナ自身、それを自覚せざるを得なかった。目隠しだなんてなんの意味があるのだろうと思っていたのに、これほど快感を増幅させるなんて。

（ど、どうしよう。見えないのが気持ちいいだなんて……わたしおかしくなっちゃったの？）

「こっちも触って欲しかった？」

　ナイトドレスの裾がするするとたくし上げられる気配がする。

「ずっともじもじしてたもんね」

「し、しておりません！」

「そうかな？」

　ぴたりと閉じていた太腿をエリアスがぐっと左右に割る。

　そして、ドロワーズの中に手を入れると、秘裂をそっとなぞり上げてきた。

　ぐちゅ、という湿った水音が聞こえる。マルティナは証拠を突きつけられた犯人のように、唇を噛んで押し黙るしかなかった。

「ぐちゃぐちゃだね」

　エリアスのほうは言わずともわかることを楽しげに報告してくる。マルティナの羞恥はさらに煽られてしまう。

「ここ、もっと触って欲しいんだ」

「ち、違うわっ」

「そう？」

　意地で放った一言で、エリアスの指がするりと離れていく。

　場所を移動したのか、後ろにいたはずの気配も消えてしまった。

「…………え？」

　次はどこに触れられてしまうのか。警戒とも期待ともつかぬ感情で落ち着かないでいたが、いつまで経っても刺激は訪れない。

　それどころか、エリアスの気配自体を感じない。

（どこにいるの？　わ、わたしのこと、見てるの……？）

　胸の先がじんじんと熱い。

　脚を擦り合わせそうになっていることに気づいて慌てて耐えた。

　それでも荒い息は隠し通せない。

　快感に飢え、物欲しげな表情の自分を、エリアスはじっと見つめているのだろうか。

　綺麗な緑色の瞳を楽しげに歪ませ――その奥に欲の炎を滾たぎらせて。

「っ……」

　想像しただけでぶるりと震えてしまう。

　お腹の深いところが鈍く疼き、隘路を蜜が滑る気配がする。

「エリアスさま……」

　か細い声に返事はない。

「どこですか……いるんですよね……？」

　意地を張って触れて欲しくないなどと言ったからだろうか。それでこんな意地悪を？

「お願いです、――さ、触って……」

「いいよ」

「え――、っ！」

　泣き出しそうな懇願が漏れ出ると同時に、すぐ側で声がした。

　こんなに近くにいたのかと思った瞬間、とんっと肩を押されて仰向けに押し倒される。

　反射的に身体を硬くしていると、ドロワーズがするりと足から抜き去られた。

「ちゃんとおねだりできたから、触ってあげる」

「え……んあぁっ！」

　秘裂にぬるりとした感触がある。

　入り口をあやすように上下していた舌は、そのまま隘路を割り入ってぐっとナカへと差し入れられる。

「ひっ、あ……！」

　生温かなものが自分の内側を丹念に探っている。たまらない感覚に思わず下肢を強張らせた。

「ふふっ、舐めとってもきりがないくらい、マルティナの愛液が溢れてくるね」

「言わな、でぇ……」

　お腹の奥の疼きはどんどん大きくなっていき、そのたびに蜜路が濡れる気配がする。

「恥ずかしがらなくてもいいのに。でも、恥ずかしがってるマルティナがかわいいから、やっぱり止められないな」

　蜜を搦からめ捕った舌先が秘裂を上ってくる。

　そして奥にある秘玉に、ぐりっとそれを塗りつけた。

「やっ、ぁんっ!!」

　全身に雷で打たれたような鋭い快楽が襲いかかる。

　思わず腰をびくびくと跳ねさせるが、エリアスはそれを押さえつけて、敏感な芽への刺激を強めていく。

「やっぱりここが一番気持ちいいのかな？」

「やぁぁっ、だめっ、だめぇっ、っ、きもち、ぃからぁっ」

「うん、じゃあもっとしてあげる」

「ひあぁぁぁっ!!」

　秘玉は硬く尖とがらせた舌で円を描くようにぐりぐりと捏ねられる。

　腰が浮くのを止められなくて、彼の顔にそこを押しつける格好になってしまう。

　絶え間ない刺激にマルティナは自分がなにを口走っているのか意識する余裕がなかった。

「ふあぁっ、きもちぃ……っ、も、やめなっ、でぇ……っ」

「こっちも？」

　胸の先端までくりくりと指先で刺激され、思考は霧散していく。

　快感から逃れようなんて考えはどこかに行ってしまって、マルティナはただ与えられる刺激に耐えるのに精いっぱいだった。

「んあっ、ぁ、っ、ぁあっ」

　ずくずくと蓄積されていく快感が大きくなっていまにも弾けそうだ。

　太腿が小刻みに震え、果てが近いことを告げている。

「イきたい？　いいよ」

「っ～～～～!!」

　不意に蜜塗れになった秘玉をじゅうぅっと吸い上げられ、マルティナは呆気なく達してしまった。

　身体が大きくしなり、声も出ないほどの激しい悦楽の渦に呑まれる。

　目の前が白くなり、気づいた時には敷布にぐったりと沈み込んでいた。

　喘ぐようにして酸素を取り込むが、倦怠感で動けそうにない。

　そんなマルティナの身体をエリアスはぐるりとひっくり返す。

「え……」

「今度は僕と一緒に気持ち良くなってほしいな」

　お尻だけをぐっと高く突き上げる格好にされ、太腿のあいだになにかがぬるりと入り込んで来る。

　それがエリアスの雄杭だとわかるのに時間は掛からなかった。

（熱い……）

　エリアスは自身の猛りを秘裂に沿わせ、マルティナの腿でぴったりと挟み込む。

　そして、一度腰を引くと素早く突き戻した。

「あぁんっ！」

　未だ秘裂をしとどに濡らす蜜が、エリアスの熱芯をもぐずぐずに濡らしていく。

　達したばかりで敏感な秘芽をごりっと擦り上げられて、蜜路が切なく収縮した。

「軽くイっちゃった？」

「っ、や、わからな……っ」

　エリアスは規則的な律動を繰り返す。そのたびに熱芯は秘芽を容赦なく擦り上げていき、四肢が強張る。

　自分が達しているのかどうかすらわからなくなる激しい快感が続いて、マルティナは敷布をぎゅっと握りしめてその波に耐えた。

「ひぅっ、んっ、んんっ、っ、ぁんっ」

「マルティナの入り口、ヒクヒクしてなにか物欲しげだね。――本当はナカにこれが欲しいんじゃない？」

　ひときわ大きな律動に、肌のあたる乾いた音が部屋に響いた。

（欲しい……）

　奥底から湧き上がる本能がそう告げている。

　エリアスの熱を受け入れて一つになりたい――同時に、そうすれば今までと同じには戻れないであろうことも理解できた。

　今、エリアスをこの身で知ってしまったら、離れたくないと願ってしまう。

　彼がリュリュと結ばれることが誰にとっても幸せだとわかっているのに、それがどうしようもなく嫌だ。

　引き返すにはこれが最後のチャンスだ。

「いや……やめて……」

　マルティナが力なく首を振ると、エリアスの動きがぴたりと止まる。

「そっか……残念だな」

　ただの軽口ではなく、それが本当に寂しげな色を帯びていた気がして、心臓がきゅっと切なくなった。

（そんなはずないのに……）

　きっと、自分の気持ちが彼の言葉に勝手に投影されただけだ。

「――じゃあマルティナ、このまま僕を感じて」

　背中に覆い被さるようにのしかかれ、指を絡められる。

「ぅあっ、んっ、ぁ、あ、――――っ!!」

「く……」

　小刻みな抽送が繰り返され、エリアスにすっぽりと抱きしめられながらマルティナは果てを迎えた。

　熱杭の先端からは白濁した欲液が迸った。






「ん……」

　身じろぎと共に、マルティナは重い瞼を上げた。

　しばらくぼんやりと見慣れない天蓋を眺めて、はっと覚醒する。

「も、申し訳ありません、わたし眠って――」

「いや、たいした時間じゃないよ。もう少し休んでいて」

　窓の外を眺めていたエリアスが隣にやってくる。

　彼は閨事の練習があったなんてことを微塵も感じさせない爽やかな笑みを浮かべており、身なりもすっかり整えてあった。

　マルティナのほうも汗で湿っていたはずの肌はさっぱりして、着乱れたナイトドレスも元通りだ。

　眠りこけているあいだに、侍女でも呼んで整えてくれたのだろうか。

　まさかエリアス自身が――？

　失態に気づいて、穴があったら入りたくなる。

（教育係だというのに、終わった途端に眠るわ着替えさせてもらうわ……）

　眠っているとき、変な顔をしていなかっただろうか。重いと思われなかっただろうか。

（思われたでしょうね……）

　気持ちが一段ずん、と沈んだ。

「マルティナの寝顔、本当にかわいかった。また見せてよ」

「っ……お世辞は結構です。ご面倒をおかけして申し訳ありませんでした。では」

　恥ずかしさのあまりつい突き放すような態度を取ってしまった。

「戻るの？」

　寝台から下りようとすれば、意外そうに声を掛けられる。

「まだ休んでいけばいいのに。疲れているだろう？」

「そういうわけには……」

「じゃあ、少し付き合ってくれ。いいだろ？」

「はあ、まあ……」

　綿の入った分厚いナイトガウンを渡され、それを着込むと案内されるままエリアスと部屋を出た。

「こっちへ」

　階段をどんどん上がっていき、通されたのは「記録室」とプレートが掛かっているこぢんまりとした部屋だった。

「どうぞ」

「わあ……」

　中は壁一面が本棚になっている。手前にはライティングデスクが置かれ、部屋の一番奥には窓から飛び出すように望遠鏡が配置されていた。

　久しぶりに見る望遠鏡はわくわくとした気持ちを思い起こさせて、思わず声を上げていた。

「ここで天体観測の記録を取っているんですか？」

「最初のころはそうだったよ。今はもっと大人数で研究を進めているから、大きな部屋を使っているけど、ここは残してあるんだ。個人用の記録室ってことになっているけど、ただ星を眺めてぼーっとするだけの部屋、かな」

「素敵……」

　マルティナが思い出していたのは、シェナスト家の屋根裏部屋のことだった。

　そこへ天文学の本や望遠鏡を持ち込み、誰にも内緒で星を眺めた。

　彼が同じような目的の部屋を持っていたことがなんだか嬉しい。

「マルティナも落ち込んだときはよく星を眺めたって言っていたろ？　だから今日は二人で天体観測といこうじゃないか」

「え……」

　エリアスはいたずらっぽく微笑んでいる。

　彼の透き通った緑色の瞳はなにを映しているんだろう。聡明な光を宿すまなざしは、こちらの考えなんてすべて見透かしている気がしてくる。

「さあ、こっちへ来て。夜に会っている僕たちが星を見ないなんて変だよ」

「……たしかに、そうですね」

　学生時代は星が二人の共通言語だった。

（天文学がなければ、こうしてエリアスさまと親しく話すことだってなかったでしょうしね）

　不思議な縁だ、と思いながらマルティナは部屋の奥へ進み、窓から身を乗り出して天を仰いだ。

「今日は空が澄んでいますね。綺麗……」

　濃紺の空に白い星が瞬いている。頬を撫でるひんやりとした風が未だまどろみに引きずられていた身体をしゃっきりと目覚めさせてくれた。

　静寂の中、時折木が揺れ、ふくろうが啼く声がする。さらに遠くからは犬の遠吠えが聞こえてきた。

　夜の空気が好きだ。

　余計な思考がそぎ落とされて頭の中がクリアになる。

「望遠鏡はいいの？」

　エリアスが不思議そうに言う。

（王宮にいる間は研究をしてもいいってことにしたし……いいわよね？）

　どきどきしながらレンズを覗き込んで、つい笑顔が溢れた。

「フロウメノスだわ……！」

　照準が合っていたのは、ひとつの変光星だった。

　周期によって輝きの強さを変える変光星は、マルティナの特に好きな天体の一つだ。観測のたびに違う顔を見せてくれて、星が生きていることを強く実感する。

　そういえば今はフロウメノスが一番輝きを増す時期だ。その眩しさに夢中になってレンズを覗き続けた。

「いつ見ても不思議ですね。一生たどり着けないほど遠くにあるのに、こんなに近く感じる」

「そうだね」

　近くからした声に驚いてレンズから目を離す。

　いつの間にかエリアスは真横に移動していたらしい。

「天文学が嫌いになったわけじゃないらしいね」

「嫌いになんてなりませんよ。星はずっとわたしの憧れですから」

「じゃあどうして研究を続けなかったの？」

「それは……」

　マルティナは言い淀む。

　自分は星が好きだ。けれど追いかける権利がない。

「わたし、ずっと落ちこぼれだったんです。家庭教師の出す課題がいつもできなくて、怒られて……父に幻滅されるのがなにより怖かった。父は厳格な人で、わたしにシェナスト家の娘として恥ずかしくないよう生きろと口を酸っぱくして言っていました。最低限の知識は貴族令嬢にとってマナーと同じだと。怒られて悲しくて眠れない夜にはいつも星を眺めました。そのうち、天文学という分野があると知って、急に勉強が楽しくなったんです」

　星を知るために天文学を学ぶ。さらに広く学ぶ為にほかの科目が必要になる。

　膨大な時間は要したが、マルティナが才女と呼ばれたのは星を知るために広い知識を身につけようとしたからだ。

　もっと知りたい。星に届くほど高みに行きたい。

　そうして勉強しているうちに、マルティナは規範からはみ出した。

「最初は勉強ができるようになって父も褒めてくれたのですけれど、そのうちもう勉強はいいと言われるようになりました。父はわたしに学問のスペシャリストになって欲しかったわけじゃないんです」

　けれどたとえ貴族令嬢らしからぬ行いだとしても、婚期が遅れたとしても、天文学だけは譲りたくない。

　論文で一番を取ることが最低限の気持ちの表明だと思った。

　だが、無理だった。自分自身との約束も守れず、なにかを主張したところで説得力が出るはずもない。

　自分にがっかりした、というのが本音だ。

　だからすっぱり諦めようと思った。

「きみのお父上はなんて言ってるの？」

「え？　それは――」

　思い出そうとしても、脳裏によぎるのは父の失望しきった顔だけ。

　あれは学園の通常課程で一番の成績をとったときだったろうか、それとも離縁されて戻ってきたとき？

　父の理想の振る舞いをしたとき以外は全部その表情を向けられてきた。

　対峙するのが怖くて、いつからか本気で向き合おうと思えなくなった気がする。

「……なにも。だってなにも、言っていないから」

　天文学を続けたい。そう告げれば失望の表情を向けられるのはわかりきっていた。

　それで自分から見切りをつけたのだ。

「エリアスさまにはわからないと思います。だってあなたは――」

「できないことなんてないから？　そんなはずないよ」

「え……」

　苦笑しながら吐き捨てるエリアスはなんだか苦しげで。

「欲しくて、欲しくて欲しくてしかたなかったら、僕なら諦めない。どんな汚い手を使っても、みっともなくても、絶対食らいつく」

　どこか自分に言い聞かせているような口調だった。

　エリアスはいつも余裕たっぷりな人だと思っていた。苦労することなんてなにもないと。

（本当は、違うの？）

　こんな彼にも心から欲しくて、けれど手に入らないものがあるのだろうか。

「マルティナ、きみは自分に嘘をつくのが下手だ。諦め切れていないのに、諦めるなんて言わないでくれ」

「でも……」

「きみは素直にしか生きられないんだよ。諦めるのは、嘘をつくほうにしたらいい」

「本当に、いやになります。不器用で……」

「僕にはそんなきみが眩しいけどね」

　不意に屈託のない笑顔を向けられて、心臓がどくんと跳ねた。

（エリアスさまはわたしよりもわたしのことをわかっているのね）

　そしてマルティナが疎ましく思う部分を好ましいと言ってくれる。

（ずるいわね、わたし……）

　父は理解してくれないはずだと物わかりのいい振りをして、本当は自分が傷つくのを恐れていただけだ。

　天文学だけでなく、マルティナを丸ごと否定されたらと思ったら怖かった。

　でも本当はあのとき、何日でも話し合うべきだったのだ。諦めきれないものがあるのなら、そうするしか方法はなかったのに。

「簡単なことなのに、どうして自分ではすぐに気づけないんでしょう」

「それが自分ってものだよ。言ったろ？　僕だって一人で考え込んでいたら視野が狭くなるんだって」

「……わかる気がします」

　エリアスと話していると、もっと遠くへ行ける気がしてくる。

（学生時代だってそうだったじゃない）

　彼に負けるわけにはいかないと思うほどに論文へ打ち込む熱量は上がっていった。

　結果は二番だったけれど、むしろマルティナがそれほどの好成績を残せたのは、エリアスの存在があったからかもしれない。

　肩が触れ合うほどの距離で、月明かりに照らされる彼の横顔をそっと窺い見た。

　この場所を誰にも譲りたくない、なんて思ってしまう。

　自分には、エリアスが必要なのだ。

　きっと何年も前からずっと。

　胸が切なくて、なんだか泣きだしたい気持ちになった。

　――これが、恋だなんて。

　きっと学生のころから深い所に根付いていた気持ちに、名前なんていらなかったのに。

　封じようとするほどに感情は大きく膨らんでいく。マルティナはそれを押し込めるように自分の膝をぎゅっと抱いた。
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「マルティナは本当に勤勉じゃのう」

　翌日、図書室の一角で本を読んでいたマルティナは、頭上から降ってきた声にはっとして顔を上げた。

「リュリュさま……」

　目を丸くしたリュリュが上から覗き込んでいる。少し離れたところに彼女付きの女官も控えていた。

「わらわは勉強は苦手じゃ。分厚い本を見ると眠くなる。マルティナは偉いのう」

「偉くなんかありませんよ。図書室には息抜きに来ていただけですから」

「本に囲まれて息抜きが出来るというのもすごいものじゃ」

　リュリュはそう言うと、難しい顔をして腕組みをする。

「実はな、エリアス殿下とやっと会ったのじゃ」

「っ、はい」

　不意に彼女の口から発されたエリアスの名に、返事が一拍遅れた。

「しかしどうもこう……しっくりこない気がする」

「え……」

　エリアスの印象が良いものでない、というのが意外だった。

　思わずぽかんとしてしまう。

「あ、あの、しっくりこないって、どこがでしょう。エリアスさまの欠点というものが思い当たらないのですが」

「ああなに、エリアス殿下に悪い所があるわけではない。ただ人間同士、相性というものがあるじゃろ？」

「はい……」

「だから――一度閨の相手を代わってくれぬか、マルティナ？」

「は……」

　がつんと頭を殴られたような衝撃に、言葉を失ってしまう。

「やはり実践を伴わねばわからぬこともあると思うのじゃ。互いに不幸な結婚になるのは避けたい、そうじゃろ？」

「……っ、そ、そうですね」

　マルティナは無理矢理笑顔を作ったが、それがうまくいっているか自信はなかった。

（リュリュさまにとって身体の相性は伴侶を選ぶにあたっての最重要事項。お願いされるのだって当たり前だわ）

　彼女の国の価値観ではとくに不思議なことではない。

　うまく行けば婚約が成立する可能性もある。

　グオム王国からはリュリュから数日遅れで国王も来訪している。まわりは婚約の成立に向けて着々と準備を整えているのだ。

　だから、リュリュの提案は国にとっていいもののはずで――。

　自分を納得させようとするけれど、胸に広がる痛みは消えてくれなかった。
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　王太子ともなれば、自身の生誕パーティーは国の重要行事の一つだ。

　盛大に祝う必要なんてないが、そんなわがままが通らないことは重々承知している。

　けれど準備のために自分の時間がいつも以上に浪費されるのには参った。

　マルティナと過ごす時間を捻出するのにも一苦労だ。

　やっとのことで時間を作り午後のお茶に誘えば、マルティナがそれを承諾してくれてひとまず安堵した。

　今は庭で二人きりの茶会の最中だ。

　咲き誇る薔薇を眺めるマルティナの横顔はどこか憂いを帯びていて、そんな表情すら彼女の魅力を引き立てる。

　黙っていれば凜とした美人だから、物思いにふける少し翳かげりを帯びた表情がよく似合うのだ。

（まあ実際に話してみると綺麗よりかわいいって感じなんだけど）

　中身も容姿に見合う凜とした女性を目指しているのだろうが、いまいち抜けている。それでいて腐ることなく人一倍努力する。

　そんな姿がいじらしくて、かわいい。

　甘えさせてやりたくなるし、たまに意地悪してみたくなる。

　――ずっと隣で彼女を見ていたいと思ってしまう。

（きみは今、なにを考えているんだろう）

　マルティナは数日前からあまり元気がないように見える。

　人心掌握にはそれなりに自信があったが、彼女を前にすると、いつもの洞察力がまるで働かない。

　理由は簡単だ。恋は、自分の目を曇らせる。

　彼女の心を奪いたい。マルティナを自分でいっぱいにしたい。その気持ちが強すぎて、冷静でいられなくなる。

　学生時代からそうだ。だから論文で彼女よりいい成績を取るなんて間違った道を選択したのだ。

　マルティナもあの論文が本気で取り組んだものであると理解して、暴言を撤回してくれたが、エリアスは未だに自分が許せない。

　当時、彼女に近づきたいなら、ほかにも色々やり方はあったはずだ。

　そんなことにも気づかずに、ただ彼女の視界に映ろうとした。

　二度とそんな失態は犯したくないのに。

（きみが好きなんだよ、マルティナ）

　そう告げればどんな顔をするだろう。

　驚く？　喜ぶ？　困る？

　関係は、今となにか変わるのだろうか。

「マルティナ――」

　つい声が出てしまい、彼女のすみれ色の視線がこちらを向く。

「あ、いや――」

　曇りない目で見つめられると、責められている気になった。

　なにを臆病になっているのですか、と。

「その……この先も天文学の研究を続けるのかい？　最近はまた新しい論文を読んだりしているようだから」

「いえ、そんなつもりは……王宮にいるあいだくらいは最新の研究に触れようかと思っていますが」

「そうなのかい？」

「エリアスさまのお役にも立てるかと思いまして」

　さらりと言い放たれた言葉に心臓が跳ねた。

　自分のため。

　そう言われることがこんなに嬉しいだなんて。

「っ、マルティナ、その――」

（馬鹿か、僕は。王族を支える貴族令嬢としての心構えだろ。マルティナならそう考えるに決まっているはずだ）

　立場と好意をはき違えるなんて、人心掌握が得意な人間の思考とは思えない。

　エリアスは平静を装って微笑みを作る。

　自分でもぎこちないことは自覚していた。

「――じゃあ、僕と結婚すればいいのに。そしたらずっと研究が続けられる」

　マルティナの目がはっと見開かれる。そして途端に、不快そうに眉根を寄せた。

　しまった、と思った。

　しかし発してしまった言葉をなかったことにはできない。

「その冗談は、最低です……っ」

　マルティナはふいっと顔をそらして、椅子を倒さんばかりの勢いで立ち上がると、そのままつかつかと王宮のほうへ去って行った。

　彼女の横顔に、涙が一筋伝っていたのを見てしまった。

　エリアスは呆然としてその場に残される。

「最悪だ……また、間違えた……」

　どうしようもない独り言が柔らかな風の吹き抜ける庭に消えていく。

　彼女に気持ちを伝えそうになった。けれど臆病な気持ちがそれを押しとどめて、結果、彼女を侮辱するような冗談が口からついて出た。

　一分でいいから時間を巻き戻したい。

　現実味のないことを願ったのはこれがはじめてだった。






「調子が悪そうじゃのう。疲れておるのか？」

　腰に手をあてたリュリュが呆れた顔でエリアスを見下ろしている。

　真夜中の薄暗い寝室には燭台の明かりが揺らめいていた。

　自室の寝台に腰掛けたエリアスは堂々とした立ち姿のリュリュを横目でちらりと見やる。

　普段から露出の多いドレスを着ているが、寝衣はそれ以上だ。胸と下腹部を最低限の面積だけ隠す下着の上に薄絹のローブを羽織って、肉体美をさらけ出している。

　エリアスは、寒くはないのだろうかと考えただけで、特にそれ以上の興味を抱かなかった。

　だが、一応はこれも外交のうちだ。

　さっそくいつものキラキラした愛想笑いを顔に貼り付けると、自分の非礼を詫びた。

「申し訳ございません、リュリュ王女殿下。少し緊張しているのかもしれません。せっかくお越しいただいたのに――」

「ああ、よいよい。そんな建前は。なにせわらわたちには時間がない。違うか？」

「……ええ、そうですね」

「では本音で話そうではないか。――いや、言葉とて無用じゃな」

　リュリュの視線がちらりとエリアスの下腹に向けられる。

　グオム王国では性交の相性が婚姻の大きな要因となることは知っている。

　条件を擦り合わせるためにリュリュは自ら閨を共にしたいと持ちかけてきた。無駄な駆け引きをしないところは却って信頼できる。

　しかし。

「……勃ちそうか？」

　膨らむ気配のない下腹を見て、素朴な疑問がぶつけられる。

　いやらしさなど含まない淡々とした口調だった。

「緊張のせいで今は――」

「だからそういうのはいいと言っておるじゃろう！　実際どうなんじゃ！　このローブを脱いだらいけるか!?」

「……いえ、希望が見出せないのでそのままで」

　薄絹を脱ぎ捨てようとするリュリュをやんわりと制した。

「不能……なのか？」

　今度は同情の目を向けられる。

「そうではないはずなのですが」

「ならよかった！　一国の王太子が不能では国民も安心できぬというものじゃ！」

　リュリュは心底ほっとしたように胸をなで下ろしている。

　準備を万端に整えてきた女性に反応しないだなんてとんだ無礼だが、それを咎めることもせず気遣うなんてなかなかできることではない。

（くだらない建前で話を逸らそうとしていたのが申し訳なくなってくるな）

　彼女には本音で話すべきだろうと考えを改める。

「申し訳ないが、あなたを抱くことはできない」

「よいよい。はじめて顔を合わせたときからわかっていたことじゃ。そなたもそう感じたであろう？」

「まあ、そう……ですね」

「わらわたちはきっと閨での相性最悪じゃ。まあ相性以前に、そなたが抱きたいのは特定の女性だけだという気もするが」

　はっとして顔を上げるとリュリュがにやにやと口元を歪めていた。

「彼女はそなたを『欠点などない』と言っておったぞ」

「ほ、本当ですか？」

「しかし閨事を代わってほしいと言っても止めはしなかったな」

「やっぱり……」

　エリアスはがっくりと肩を落とした。

「まあ立場上、意見しにくいじゃろうからのう。押すならそなたから押さぬと」

「いや、しかし――」

　言葉を重ねそうになって、慌てて口をつぐむ。リュリュにはとっくに自分の想い人が見抜かれていたようだが、だからといってわざわざ隣国から来訪している姫に、恋の相談をしている場合ではない。

　聡い彼女のことだから、本当に性交の相性で結婚を決めるつもりではないはずだ。

　第一に考えるのは、国益について。

　エリアスだってグオム王国との婚姻が国同士の結束を強めるのに最善だとわかっている。

　しかし自分の隣に並ぶのはマルティナ以外考えられない。

　そこで互いの利益のために一つ策を練っていた。

「リュリュ王女殿下、あなたに一つ取り引きを提案したい」

「うん？」

「我が国とグオム王国、ひいてはあなた自身にとっても損がない取り引きだと思っているが、どうだろうか」

　リュリュは目をぱちくりさせたあと、にいっと笑みを深めた。

「そんな話なら歓迎じゃ。わらわが求めていたのは国益。グオムの利になる取り引きならぜひ乗りたいものじゃ」

「では――」

「しかし話は明日にしよう。閨事以外で起きているのは苦手じゃ」

「……それもそうですね」

　扉に向かってすたすたと歩いていたリュリュはくるりと振り返る。

「星は遠いが、はじめから手を伸ばすことを諦めたら死ぬまで届かない」

「え？」

「わらわの国の言葉じゃ。臆病者を奮い立たせるための格言じゃな」

　リュリュはいたずらっぽくにやりと笑った。






　　　　　◇






　マルティナを乗せた馬車は暗い夜道をひた走っていた。

　最低限の荷物をトランクに詰めて、逃げるようにして王宮を去ったのが一時間前のこと。

　――僕と結婚すればいいのに。そしたらずっと研究が続けられる。

　いつも通りの爽やかな笑みで、エリアスはそう言った。彼にとってはなんでもないことのように。

（エリアスさまの口から『僕と結婚すれば』なんて、冗談でも聞きたくなかった）

　そんな未来はいくら望んでも、どこにも存在しないのだから――。

　マルティナはがたごとと揺れる馬車の中で唇を引き結んでうなだれる。

　今夜はエリアスとリュリュが閨を共にする日だ。

　廊下を忙しそうに過ぎていくメイドたちの会話からそれを知ってしまった。

　彼の寝室の様子がありありと思い出される。薄暗闇にエリアスの姿がぼんやりと浮かび上がり、リュリュはそんなエリアスに抱きつく。エリアスもまたリュリュの背中に腕を回し――。

　想像してしまって、心臓が張り裂けそうになった。

　もう、エリアスの側にはいられない。

　普通の顔をして暮らすことなんてできない。

「わたしがいなくなっても追ってはこないでしょうね」

　自身の生誕パーティーを間近に控え、準備はますます忙しくなる。王宮を抜け出す暇などないはずだ。

　そもそも、リュリュとの相性を確かめたのなら、マルティナの役目はそれで終わりではないか。

　追う理由がないことに気づいてマルティナは軽く自嘲した。

　馬車が向かうのはシェナスト領のカントリーハウスである。

　屋敷で準備を整え次第、すぐに修道院へ入ろう。マルティナはそう決意していた。

　ちらりと外を仰げば、慰めるように星が優しく瞬いていた。

















第四章　運命の星を手に入れました！












　一晩中馬車を走らせて、マルティナが屋敷にたどり着いたのは、空が白んで来たころだった。

　こんな時間に知らせもなく帰ってきたマルティナに驚きながらも、執事は中へ入れてくれて、マルティナは久方ぶりに自分の部屋の寝台で眠った。

　身体はくたくたで、倒れ込むようにして横になってから寝付くのに時間は掛からなかった。

　そして一夜明け。

　軽い朝食を済ませたマルティナは父の書斎に呼ばれていた。

　執務机に両肘をついて手を組んだその奥から、父の鋭い視線がこちらを睨めつけている。

　そういえば、王宮に呼ばれたときもここで父と話をした。

　あのときはずいぶん上機嫌だったが、それももう遠い昔の記憶に感じる。

「マルティナ、一体どういうつもりだ。事情を自分の口から説明しろ。なぜ王太子殿下に登城を要請されたお前がのこのこ屋敷に帰ってきた」

「お役目が終わったからです。わたしはエリアス殿下の閨教育係ですから、ご指導が不要とあらばすぐに帰ってくるに決まっていますわ」

「ばかなことを。どこに自分から呼びつけた教育係を真夜中に帰す人間がいる。大方、なにかヘマをやって追い出されたか、上手くいかなくて逃げ出したに決まっている」

　マルティナはぐっと言葉に詰まった。

　そう、現実を直視したくなくて、逃げ出した。帰ってくるのはこの家しかなかった。

　けれど役目が終わったというのもまた事実だ。

「エリアス殿下にわたしごときの見送りでお手を煩わせまいとしたまでです」

「だからといって――」

「一体お父さまはどんな見返りを求めていらっしゃったのですか」

　父の言葉を遮ると、マルティナが口答えをしたことに驚いた顔を向けられる。

「王太子殿下のお役に立つためにわたしを王宮へ送りこんだのでは？　その責は果たしたのですから、もっとお喜びになってくださいませ」

「なにを甘いことを……」

　出戻りのマルティナに声が掛かって喜んだのは、少しでもエリアスに恩を売って、見返りを求めるため。

　冨でも名声でもいい。シェナスト家が少しでも社交界で優位に立てるのなら。

　当主としては当たり前の価値観かもしれない。少し前のマルティナなら、それのなにがおかしいのだろうと思っていた。

　けれど今は、父の求める報酬がひどく薄っぺらいものに感じられる。

（なんだったのかしらね、わたしがお父さまに認められようと頑張ってきたことって）

　こんなもののために努力をしてきたなんて。思わず小さく笑ってしまう。

「なにがおかしい」

「いえ……これまで、至らぬ娘で申し訳ないと思っていただけです」

「なんだと？」

「わたしはお父さまの理想の娘にはなれません。結婚には失敗し、捨てたはずの学問への未練を断つことができないのです。どうぞお好きなだけ罵ってくださいませ」

「なにを……」

「わたしは準備が整い次第、修道院に参ります。寄付金は自分のドレスや宝石を売って作りますから心配は無用です。どうやら結婚や社交はわたしには向いていないようですから」

　それを聞いてたちまち父は慌てふためく。

「ま、マルティナ？　早まるんじゃない。次の縁談はちゃんと持ってきてやる。出戻りとはいえ、お前はまだまだ美しい。社交界でほかの令嬢に見劣りするようなことは――」

「お父さま、わたしはもう二十一よ。自分を知るには充分な期間をもらったわ。なんといわれようと結婚はしません。そのかわりシェナスト家の恥にならないよう、神にお仕えし生涯を捧げます。うだうだと家に残るよりよほど建設的だと思わなくて？」

「お、お前に不足があるとは思えない。私が施してきた淑女教育は完璧だった。お前は見目も所作も美しく、どこに出してもそつがない。頭だっていい」

「あら、お前は頭が悪いとなじったのはお父さまよ？」

「そ、それは幼いころの話だろう！」

　父がこんなに狼狽えているのをはじめてみた。

　マルティナはなんだか愉快な気持ちになってくる。

　昔からどんなに努力しても、褒められることはほとんどなかった。けれどこうして離れようとすれば、縋るような賛辞の言葉が次々に紡がれる。

（なあんだ。お父さまに認められたかったならはじめからこうすれば良かったのよ）

　父に怯えていた幼少の自分に教えてやりたい気分だった。

　淑女をやめて家を出て行くといいわよ、と。

（学園に通っていたころの自分にもね……）

　論文の成績に打ちのめされて諦める前に、こうして言い返す度量があれば、なにかが変わっていただろうか。

　エリアスのことだって、気持ちに気づくのがもっと早かったら結末は違っていた？

「修道院ではきっと毎晩星を眺められますね。清貧な暮らしに瞬く天体……考えただけで心が躍ります」

「わ、わかった。星ならいくらでもこの屋敷で見ていればいい。だから落ち着いたらまた縁談を――」

「結婚にはちっとも魅力を感じませんから、申し訳ありません」

　くるりと踵を返して書斎を出る。後ろから父の呼び止める声が聞こえてきたが、振り向かなかった。






　屋敷に戻ってきて数日。修道院へ入る準備は着々と進んでいた。

　修道院への寄付金にするため私物をどんどん売り払うのはなんだかすっきりする。エリアスについて考えないようにするためにもちょうどいい作業だった。

　きびきびと指示を出すマルティナに気圧されて、使用人たちは戸惑いながらも物品の持ち出しを手伝ってくれた。

　そこへ執事がトレイに一通の手紙を載せてやってくる。

「お嬢さま、こちらを」

「なに？」

「招待状が届いておいでです」

「ああ、断っておかなくちゃね」

　どうせどこかの屋敷で開かれる茶会かなにかだろうと思いつつ受け取り、差出人を見て愕然とする。

「リュリュさま……」

　手紙の送り主はリュリュだったのだ。

　招待されているのは――エリアスの生誕パーティー。

「っ……」

　胸に鋭い痛みが走った錯覚に、マルティナは思わず手紙を取り落とす。

　どうしてエリアスが主役のパーティーだというのに、彼女から招待を受けるのか。

　考えるまでもなく、二人が深い仲だからに決まっている。

　きっとリュリュのことだから、完全なる善意で手紙を出したのだろう。マルティナが閨の教育係ということに敬意を払ってくれていたから。

　並んで立つ二人を想像してぎゅっと眉根を寄せる。

　想像の中のエリアスとリュリュはとてもお似合いだった。

　手紙をさっと拾った執事が、様子のおかしいマルティナに不思議そうな顔を向ける。

「お嬢さま？」

「……なんでもないわ。出席の返事をしないとね」

　二人が閨を共にするのが耐えられなくて帰ってきたというのに、婚約の報告を聞くために舞い戻るだなんて。

　けれど、これが本当に最後になるのだから。終わりくらい、逃げるなんて無様な真似はしたくない。

「わたしはエリアスさまの教育係ですものね」

　自分の指導の成果を、見届けなくては。






　王宮で開かれたパーティーは各国の来賓で賑わっていた。

　マルティナは、濃紫のシンプルなドレスを身に纏い列席している。

　エスコートはしかたなく父に頼んだ。

　あれから父はすっかりしおらしくなり、マルティナの機嫌を損ねまいと必死である。

「お前がもう一度社交の場に出ると決心してくれて良かった」

　貴族令嬢としての矜持を思い出したと思ったのか、今日はいくらか晴れやかな顔をしているが、もちろんマルティナにそんなつもりはなかった。

　婚約の報告を聞き届けたらすぐに屋敷へとんぼ返りするつもりである。

　そして二度と表舞台には出てこない。

「少し一人にさせてください」

　父の返事を待たずにマルティナはバルコニーへ出た。

　ドレープカーテンによってホールから遮断された空間でふうとため息をもらす。

　エリアスの姿は遠くからちらりと眺めるだけに留まっている。

　来賓の対応に忙しいらしく、彼のほうは会場にマルティナがいることにも気づいていないだろう。

　そのとき会場からよく響く朗々とした声が聞こえてきた。

「みなさま今日はようこそお集まりくださいました」

　国王陛下の声に会場中のざわめきが小さくなる。

「我が息子の生誕をみなさまに祝っていただける幸せを私は生涯忘れないでしょう。そして、本日はもう一つみなさまにご報告があるのです」

　マルティナはきゅっと唇を噛む。

　いよいよだ。これでエリアスとリュリュの婚約が発表され――。

「グオム王国王女リュリュ・スィ・ド・グオム殿下と我が国のドルフ・オルソン辺境伯がここにご婚約なされました」

　会場がわっと歓声に包まれる。

「…………えっ!?」

　マルティナはたっぷり数秒ほど意気消沈してから王の言葉を反芻し、慌ててバルコニーから会場へと戻った。

　前方で皆に温かな拍手を送られているのは、リュリュと――ドルフであった。

　隣ではノルステネシア国王とグオム国王が固い握手を交わし、リュリュたちを挟んで反対側にいるエリアスもにっこりと微笑んで拍手している。

　リュリュとドルフはどこから見ても幸せそうな恋人同士である。

　予想だにしない光景に、マルティナはあんぐりと口を開けたままだ。

　拍手の波が止んだと同時に、エリアスが口を開く。

「リュリュ王女殿下は私の生誕を祝うためにはるばる我が国を訪れてくれました。私にとってかけがえのない友であり、そんな彼女が私の右腕であるドルフを生涯の伴侶に選んだことはとても喜ばしいことです」

「み、右腕？」

　エリアスとドルフに親交があったこと自体初耳なのだが、まさかそれほど信頼を寄せていたなんて。

「わらわはこの地で運命の星を手に入れた。ドルフとの仲をつないでくれたエリアス殿下には惜しみない感謝を送ろう。そしてグオムは生涯ノルステネシア王国の友だと誓おう」

「同じく、グオム王国は我が国にとって最上の友です」

　エリアスとリュリュも握手を交わしている。

　ぽかんとしていたマルティナははっと我に返った。

（なんだかよくわからないけれど、最終的な目的であったノルステネシアとグオムの友好関係は無事に築けたってことよね）

　国王同士、そして次世代の王族たちの熱い言葉に、会場中の誰もが二国間の友好関係を確信したことだろう。

　ホールには再びざわめきが戻っている。

　オルソン辺境伯との婚約は意外だったが、これでノルステネシア王国はさらに盤石になるだろうと会話の端々に聞こえてきた。

「マルティナ」

「っ、リュリュさま！」

　いつの間にか、目の前にはリュリュが立っていた。

「あ、あの、この度はご婚約おめでとうございます」

「うん、ありがとう。ドルフはマルティナの元夫らしいな」

「……はい」

　知られていたことがなんだか後ろめたくて返事が小さくなる。

「気にせずともよい。これも一つの運命の導きじゃ」

　リュリュはからりと笑っている。

「エリアス殿下には感謝しておる。彼のはからいがなければドルフと巡り会うことはなかったじゃろうしな」

「エリアスさまのご紹介だったのですか？」

「あやつはなかなか食わせものじゃのう。味方にいれば心強いが、敵にはまわしたくないものじゃ」

「はあ……？」

「マルティナ！」

　怪訝な顔をしていると、焦ったような声がした。

　リュリュの後ろには、エリアスが立っている。

　白いジュストコール姿は華やかで見目麗しい容姿を引き立たせているが、よく見ると顔には疲労が滲んでいた。

　久方ぶりに対峙したエリアスの姿に思わず硬直し、マルティナはまともに目も合わせられない。

（だってどんな顔をすればいいの？）

「だから言ったじゃろ？　招待状の名はわらわにしたほうが出席の確率が上がると」

「ああ、きみの考えが正しい。感謝するよ」

　エリアスとリュリュは二人でなにやら話している。リュリュから届いたと思っていたあの招待状は、本当はエリアスからのものだったのだろうか。

「マルティナ、わらわは運命の星を手に入れた。そなたも星に触れたくば手を伸ばさねばならぬぞ」

「え……」

「しっかりな」

　意味ありげな目配せをして、リュリュはするりとその場を離れる。

　まるで猫のような軽やかな身のこなしに、引き留める間もなかった。

「マルティナ……二人で話せないか？」

「は、話すことなんてなにもありません……っ」

「マルティナ!?」

　彼を前にして普通にしていることなんてやっぱりできない。

　踵を返して走り出すが、ホールを出たところでがしりと腕を掴まれてしまう。

「待ってくれ！」

　細いのにその力はしっかりと男性のもので、逃れることができない。

「離してください！　お願いですから……」

「いやだ。離したら逃げるだろう」

「それのなにがいけないのです？　教育係の件でしたら、他の者にしてくださいませ。もっと適任がいるはずです」

「マルティナでないと意味がない。全部、きみの近くにいるための口実でしかないんだから」

「は――」

「マルティナ……きみを愛してる」

「なっ、じょうだ――」

　冗談はやめてください、と言おうとしてはっと口をつぐんだ。

　エリアスの瞳は今まで見たことがないほどに真剣で、切実で。

　これが冗談なんかじゃないことを物語っている。

「二人で話したい」

　当惑するマルティナに、エリアスはそう告げた。






　パーティーはまだ途中で、少し抜けると従者に耳打ちしたエリアスは渋い顔をされていた。しばらく押し問答しているとリュリュがやってきて、適当に言っておくからさっさと抜けろ、と半ば無理矢理会場から抜けさせてくれたのだった。

　エリアスに通されたのは、彼の部屋だ。少し距離をあけ、スツールを並べて座る。

「多分、信じてない……よね？」

　問いかけられてぎくりと肩を強ばらせる。

「だって……」

　愛しているという言葉は真剣だったけれど、信じるに足る理由があまりにもなさすぎる。

　どんな気持ちで彼の前にいればいいのか、マルティナの心は揺れていた。

「きみにそんな顔をさせてしまったのは、全部僕の浅はかな考えのせいだ。情けない男の懺悔を聞いてくれるか？」

　戸惑いのままマルティナはこくんと頷く。

「リュリュ殿下の言葉を借りるなら、マルティナが僕の運命の星だった。けれど、僕はその星を手に入れたいあまり、間違ったことばかりした。きみの目に留まるために論文で一番の成績を取り、結果、不本意な結婚に追いやった。その上、僕にとって都合のいい男をきみの結婚相手に推した。画策したのは自分なのに、マルティナが他の男と結婚生活を送っていると考えるだけではらわたが煮えくりかえったよ」

「……えっ」

　黙って聞いていたマルティナは思わず声を上げた。

「オルソン辺境伯が結婚相手に決まったのは、エリアスさまが仕向けたことだったのですか!?」

「ああ。ドルフは優良物件だときみの父に触れ込んだのは僕だ。ドルフには、きみに指一本触れないよう取り引きした。学問を自由に続けさせるという条件は、きみ自身が却下したようだけど」

「そんなことって……」

「一年で離縁しろという命令を、ドルフはしっかりと遂行した。そして僕は待っていたとばかりに、きみを閨教育係として王宮に呼び寄せた。真面目で責任感の強いきみは、そうすれば役目をまっとうするだろうって」

「全部、わたしに近づくために？　……ひどい人です、エリアスさまは」

「そうだね。なんでも簡単に手に入るのは面白くないって思っていたのに、どうして一番欲しいものができたらこんなにも間違えてしまうんだろう」

　エリアスは疲れたように笑う。彼のそんな表情ははじめて見た。

「まっすぐなきみを好きになったのに、なぜ僕はくだらない考えで遠回りしてしまうんだろうね」

「エリアスさま……」

「臆病なんだ、僕は。手を伸ばした結果、きみを失ったらと思うだけで、心が濁る。正しい道筋がわからなくなる。きみはこんなに眩しく光って場所を示しているのに、おかしいよね」

　泣き出しそうな笑みを見ていると、マルティナまで胸が詰まった。

　思わず手を伸ばしてそっと彼の頬に触れていた。

「本当です。触れようと思えばこんなに近くにいるのに。でも……はじめてあなたの人間らしいところを見た気がします」

「マルティナ」

「エリアスさまは完璧で、わたしなんかじゃ隣に並べるわけがないって思っていたから。エリアスさまでも、こんなふうに悩んで失敗することがあるんだなって、少し安心しました」

「安心？　こんなみっともないところを知って？」

「だって、自分と似たところがあったら安心するじゃないですか」

　彼の言葉一つ一つが現実味を持って胸に迫ってくる。

　有能で、天才で、なんでもそつなくこなせて。そんな彼だから自分は逃げたのかもしれない。

　夜空に瞬く美しい星と同じ、絶対に触れることができない人だと痛感したから。

　けれど、彼は星々とは違う。

　美しいだけではない欠点があって、だから一層輝く。隣でそれを見ていたいと思う。――触れたいと思う。

「もう一度、言ってくれませんか。わたしのことをどう思っているか」

「マルティナ、きみが……きみが好きだ。愛してる」

　切羽詰まった声がじんと胸に響く。

　これがエリアスの本音なのだと、はっきりと伝わってくる。

「わたしも……あなたが好きなんです。エリアスさま」

　震える声で告げれば、エリアスの目が信じられないというようにはっと見開かれる。

「あなたは自分を臆病だといいますが、わたしのほうがもっとです。だって、あなたが他の女性と閨を共にすると思ったら、つらくて……」

「マルティナ……本当？」

　顔を覗き込まれてこくんとうなずく。

「……ええと、嫉妬してくれて嬉しいと思ってしまったんだけど、性格悪いかな」

「ですね」

　互いに小さく笑いあった。

「マルティナ――触れていい？」

　そっと頬に伸ばされた手が直前で止まる。

　脳裏によぎるのはリュリュの言葉だ。

　――星に触れたくば手を伸ばさねばならぬぞ。

　マルティナは自ら両腕を伸ばしてエリアスの首にぎゅっと抱きつく。

「どうぞ。いくらでも」

「っ……僕が生涯閨を共にするのも、愛おしいと思うのも、全部マルティナだけだよ」

　背中を優しく抱きしめられ、そっと唇が重ねられる。

　エリアスの柔らかな口づけはひどく甘く感じられた。






　真っ白な敷布の上で二人の身体が重なり合っている。

　互いに一糸纏わぬ姿になり、エリアスはマルティナの上へ覆い被さっていた。

「んっ、ふ……っ」

　肌を滑らせながら唇でなぞられ、時折ちうっと吸い上げられる。

　丹念にそうされているうちに、マルティナの皮膚は敏感になっていった。

　エリアスは長い指でマルティナの豊かな膨らみをふにふにと触る。

　反対の白丘は下から頂を目指すように唇で赤い跡をつけていく。

「っ、あ……」

　触れられていないのに、丘の頂上では赤い飾りがつんと尖って主張している。

　いよいよ唇が近づいてきて、そこに触れようかという瞬間――。

「んぁっ！」

　ふうっと息を吹きかけられて、マルティナはびくりと身体を揺らした。

「な、なん……」

　期待とは違う、わずかな刺激。

　それに反応してしまったのが恥ずかしい。

　まるで快感を待ちわびていたようではないか。

　なんで触れてくれないのですか、なんて口に出しそうになって慌てて唇をきゅっと引き結んだ。

「ん？　どうしたの？」

　エリアスの口元はにんまりと緩んでいる。

　わざとだと気づいて、マルティナは恨めしげな目を向けた。

　赤いしるしがついた身体は、中途半端に欲の炎が揺らめき、もどかしくてたまらない。

　もうずいぶん長い時間、肌に触れられている気がするのに、決定的な部分にはちっとも刺激を与えてもらえない。

　下腹のあたりに気怠い快楽がまとわりついている錯覚がある。

　マルティナは知らずに、腰をくねらせていた。

「ぞくぞくするね。強い瞳で睨んでいるのに身体はなんだか物欲しげで。そういう落差を見てるだけで、クるものがある」

　エリアスの中心はすっかり勃ち上がっているが、彼自身は涼しそうな顔をしている。

「睨まれるのが好きなんですか」

「正確には、睨むくらいの余裕を崩すのが好き……かな」

　突然胸の突起をきゅっと摘ままれ、全身にびりびりとした衝撃が走る。

「ひぁんっ！」

　甲高い声と共に、腰がびくんと跳ねた。

「ふふ、かわいい」

「っ、前から思ってましたけれど、エリアスさまは意地悪だわ」

「そうだよ？　僕は好きな子には閨で意地悪したくなる性格なんだ」

「す、好きなのに意地悪したいだなんておかしいわ」

「そうかなあ？　だって僕に気持ちいい意地悪をされているマルティナはすごくかわいいから。好きな子のかわいいところを見たいのは当然だろ？」

「なっ……！」

「それに、マルティナは意地悪されるのが好きみたいだし。僕たちって相性抜群だね」

「い、意地悪されるのが好きなはずありません！」

「でも焦らされたほうがいい反応をしているよ？　目隠しとかね」

「っ……」

　思い当たる節がありすぎてなにも言えなくなってしまう。

「そうそう、僕はそういう性質だけれど、リュリュ殿下も同じなんだ」

「え？　リュリュさま？」

「彼女も、閨では意地悪するほうってこと。そういうの、どういうわけかお互いぴんとくるんだよね。はじめて会ったときから、互いに相性が合わないと感じていた」

「そう……だったんですか」

「リュリュ殿下との仲について、マルティナにはもどかしい思いをさせてしまったようだからね。もちろん、相性なんて関係なく、僕が抱くのはマルティナだけだけれど」

　歯の浮くようなことをさらりと言われて、思わず顔に熱が集まる。

「リュリュ殿下とは相性が悪くて助かったくらいさ。もし気に入られていたら、断るのは骨が折れただろうから」

「……ん？　ちょっと待ってください。ということはリュリュさまとオルソン辺境伯は相性がいいのですか？」

「ああ。ドルフは閨でいじめられるのが好きなほう。彼はずいぶん激しい意地悪をご所望らしいけれどね」

「は、激しい……」

　マルティナの脳裏によぎるのは、リュリュから渡された道具たちだ。

　あの中の鞭はもしや教育用ではなく――。

「安心して。マルティナにはそんなことしないから」

「ふあぁっ！」

　油断していると胸の先端に軽く歯を立てられる。

　過剰な刺激にお腹の奥が疼いて、腰が小刻みに痙攣するのを止められない。

「ん、軽くイっちゃったかな？」

「わ、わからな……」

「こっち、触ってないのにすごく濡れてるね」

　エリアスが秘所に指を這わせると、くちゅっと湿った音がする。

　泥濘でいねいのような蜜裂に指先がつぷんと埋まった。

「っ……」

　どろどろに濡れているとはいえ、そこには未だだれも受け入れたことがない。

　今のところ痛みはないが、未知への不安で身体が硬直する。

「大丈夫。ここにいきなり突き込むような意地悪はしないから。きみを怖がらせるのが楽しいわけじゃないんだ」

「ほ、本当ですか……？」

「当たり前。マルティナが気持ち良くないと意味がないだろ？」

「ふ……ぅっ」

　胸の先端をぱくりと咥えこまれ、柔らかくした舌で根元から舐め上げられる。

　温かくぬるついた感触に力が抜けると、指先はさらに蜜路を割り入ってくる。

　エリアスの指はなにかを探るように蜜壁を撫でて、少しずつ奥へと進んでいく。

　時折、内側からお腹をぎゅーっと押し上げられると、身体のさらに奥がそわそわと落ち着かなくなる。

「ん、……ぁんっ」

　指に気を取られていると、今度は舌先で胸の先をちろちろと舐められる。

　集中力をかき乱すようなバラバラの刺激に、甘い声が抑えられない。

「ふぁっ、あっ、――や、っ！」

　蜜路に埋め込まれた指がある一点を掠める。

　瞬間、今までとは別の大きな衝撃が体内に走り、がくんと下肢が跳ねた。

「ここだね」

　ぎらりと瞳を光らせ、エリアスはその一点を集中的に攻め立てる。

　はじめはとんとんとノックするような手つきで。段々とその動きが激しくなり、エリアスが指を動かすたびに溢れた蜜が跳ね、湿った音が大きくなる。

「ひあぁっ、あ、あっ、ああぁっ！」

　身体に力が入らない。けれど刺激されるたびに強張って跳ねる。

　制御の効かなくなった自身に翻弄されながら、マルティナは真っ白になった頭を横に振って、ただひたすら嬌声を上げた。

「気持ちいい？」

「んあっ、あっ、ああっ」

「聞くまでもないか」

　くすりと笑うエリアスは指を止めようとはしない。

「こっちも手伝ってあげる」

「え、――やぁああぁっ！」

　反対の手で、エリアスはぷくんと顔を覗かせた秘玉をぐりぐりと捏ねる。

　たちまち耐えがたい快楽が襲いかかり、マルティナは背中をぐんとのけぞらせた。

「あれ、もうイっちゃった？　限界が近かったんだね」

　ぐったりと敷布に沈み込んでいると、ナカから指がずるりと引き抜かれた。

　隘路は切なげにひくひくとうねっている。それがマルティナ自身にもよく伝わってきた。

　そっと手を取られ、導かれたのは彼の肉芯だった。

「これが欲しい？」

　指先をそっと雄茎に沿わされる。肉の弾力はあるが、人体の一部と思えないほどに硬い。

　ときおり浮き出た血管がびくんと脈動し、熱を持っている。

　マルティナはわけもわからぬままこくんと頷いた。

　今はもう恐怖は微塵もなくて、ただ彼の一部を受け入れたいと渇望している。

　エリアスの形の良い唇がにい、と孤を描く。

「素直だね。マルティナの身体はこんなにいやらしかったかな？」

「ちがっ、だって……エリアスさまと早く一つになりたいと思ったから」

「っ……」

　肉芯がびくりと一層大きく脈動する。

「危な……暴発するところだった。きみは本当に素直でかわいいね」

　エリアスは自身に手を添えると、てらてらと光るマルティナの秘所に先端を押し当てる。

「きみのハジメテ、僕がもらうね。代わりに――僕の全部をあげる」

「エリアスさま……っ」

　両手を伸ばして彼の首にしがみつく。

　同時に、熱いものが隘路を割り開いていくのを感じた。

「っ……」

　指とは比べものにならない質量に、思わず息が詰まる。

　恐怖したほどではないが、わずかな鈍い痛みが伴った。

「マルティナ、大丈夫？」

「は、い……っ」

　途中でやめてほしくなくて、何度も頷きながらさらに抱きしめる力を強くする。

　エリアスはマルティナの痛みを抑えるためか、ゆっくりと先へ進んだ。

　彼のこめかみから流れ落ちた一筋の汗が、マルティナの胸元で跳ねる。

　奥へ進むたび、息苦しさは増すようだった。

「マルティナ……っ」

　切なげな声がして、身体の深いところがぐっと押し上げられる。

「っ、全部、入ったよ」

　ふわりと微笑まれて、マルティナの目には知らないうちに涙が浮かぶ。

　じくじくとした痛みが、息苦しいほどの質量が、自分のナカにエリアスがいるのだと告げている。

　一つになるということは、これほどに幸福なことなのか――。

　痛みよりもそんな実感で目の前が滲んだ。
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　まなじりに浮かぶ雫を、エリアスがそっと拭う。

「ごめん。痛かったね？」

「いいえ……なんだか、嬉しくて」

「っ、反則だ。また暴発しそうになった」

　みっちりと隘路を埋める雄芯がずくりと一層大きくなる。

「痛みがなくなるまでこうしていよう」

「え、でも、エリアスさまが……」

　優しく微笑んでいるが、彼の額には汗が浮かび、前髪が張りついている。

　瞳にもどこか切実な色が滲んでいた。

「いいんだ。きみが痛くないほうが大事」

　軽やかなリップ音と共に、額にキスが落とされる。

　あっと思ったときには、今度は頬についばむようなキス。

　時折鼻先を触れ合わせ、エリアスは顔中に触れるだけの口づけを与えていく。

「んっ、ふふっ、エリアスさま、くすぐったい」

　肩を揺らせば、エリアスがほっとしたように微笑む。

「もう大丈夫みたいだね」

　いつのまにか鈍い痛みはなくなって、蜜路はエリアスの屹立に馴染んでいる。

「動くよ」

「え、――ひぁぁっ！」

　こつん、と軽く奥を突かれただけで腰が蕩けそうな快感が走った。

「っ、マルティナのナカ、これだけできゅうきゅう締まってくる」

「んぁっ」

「そんなに欲しかったんだね。僕も、ずっときみと一つになりたかった」

「ぁあぁっ！」

　こちゅ、こちゅ、と一定のリズムで律動していたエリアスがぐっと眉間の皺を深くする。

「ごめ……そんなにされたらもう、もたない」

「っ、え――」

「激しくさせて」

「あぁぁっ!!」

　突き込む深さが先ほどまでと違う。

　奥壁のさらに先へ進むような激しい抽送に、目の前がちかちかと白く飛びそうになる。

　エリアスはマルティナの腰をがっしりと掴むと、ひたすらに腰を動かし続ける。

　幾分か余裕を失った態度のエリアスに、むしろ求められている実感が強くなって、胸に多幸感が広がっていった。

　同時に内壁が蠕動ぜんどうし、彼をさらに受け入れようと身体は躍起になっている。

　力が入らず投げ出していた下肢がぶるぶると震え始めた。

「んっ、んあっ、あ、あっ」

「マルティナもイきそうなんだね。一緒にイこう」

「エリアスさま……っ」

　背中をぎゅうっと抱きしめられ、マルティナもそれに応えて強い力で彼の背に腕を回した。

　ひときわ大きく腰が引かれ、最奥が突き上げられる。

「っ――――!!」

「く……」

　マルティナは深い絶頂に声も上げることができない。強張る身体で、ただひたすら快楽の波に耐える。

　蜜路ではエリアスの屹立がどくどくと痙攣し、熱いものがもったりと腹の中に広がっていった。

　彼も果てたのだ。

　愛おしさが胸に迫り、マルティナはエリアスの肩口に顔を埋めた。

















終章












「それにしても、ずいぶん早いですね。リュリュさまのご結婚」

　婚約から実に三ヶ月。

　彼女から届いた結婚式の招待状を手にしたマルティナは驚きと共につぶやく。

「これが隣国流なのかしら……」

「いいや？　単にずっと一緒にいたいから準備を早めたらしい」

　腰に回された腕の力が強くなる。

　エリアスの寝台の上で、マルティナは彼に後ろからぎゅっと抱きしめられていた。

　はじめはお茶を飲みながら話していたはずが、いつの間にか密着する格好になっている。

　招待状をしっかり読み込もうとしても、後頭部やうなじに鼻先をすり寄せられ、腰をまさぐられると集中なんてできない。

「ちょ、ちょっと離れてください。どうしてそんなに近いんですか」

「どういうこと？　マルティナと二人きりなのにくっつかない理由がないんだけど」

　そう堂々と言われてしまうと、こちらが間違っている気がしてくる。

　ぐ、と言葉に詰まれば、それを降参と受け止めたのか、エリアスはますますぎゅっとマルティナを抱きしめる。

「離したくないよ。これまでのぶんもずっときみに触れていたい」

「もう……」

　マルティナとて、彼に触れられ、存在を求められて悪い気はしない。その甘さでいつも押し切られてしまうのだけれど。

　すりすりと顔を寄せてくるエリアスのことは一旦無視して、マルティナはリュリュの明るい笑顔を思った。

「そんなに結婚を急ぐなんて、よほどドルフさまが好きなのね――ひあっ！」

　突然首筋に甘く微細な痛みが走り、思わず声を上げる。

　エリアスがそこをきつく吸い上げたらしい。

「な、なにをなさるんですか！」

「きみの口からそいつの名は聞きたくない」

　拗ねたような口調に呆れてしまう。

「もしかしてドルフさまのことですか？　ただ名を呼んだだけではないですか」

「いつもはオルソン辺境伯と言っていた」

「つい間違っただけですよ。彼はあなたの右腕なのでしょう？　そんなに邪険にしなくてもいいではないですか」

「右腕？　ああ、そういう設定だっけ」

「それも嘘!?　オルソン辺境伯が信頼できるからリュリュさまに紹介したんじゃ――」

「二人の相性には自信があったよ。信頼してるのはむしろリュリュ殿下の手腕のほうで、オルソン領を彼女が仕切ってくれたらいいなと思ってる。グオム王国に近いのも、リュリュ殿下にとって良い事だと思ったしね。だから紹介した。でも結局、個人的にドルフのことはまったく好きになれない」

　敵意を剥き出しにしたような口振りに、マルティナは首を傾げる。

「なにか特別な理由が？」

「アレはきみの一番初めの夫だ。好きになれるはずがない」

「……仕組んだのはエリアスさまですよね」

「それでも、だよ。あのときはそれが一番いい方法だと思ったけれど、感情とは切り離せない」

　それを聞いてますます呆れてしまう。

「言っておきますけど、オルソン辺境伯はわたしに指一本触れていませんからね」

「知ってるよ。僕がそう指示したんだから」

「嫉妬してるんですか？」

「男の嫉妬は醜いかい？」

　エリアスは困ったようにくすりと笑う。

「マルティナが僕の求婚を受けてくれたら、少しはこの醜い気持ちが解消すると思うんだけれど」

「それは……」

　エリアスとはあれから幾度も身体を重ねた。

　何度も愛を囁かれ、マルティナも同じ気持ちだと言葉を返した。

　恋人であることは明白で、その上エリアスは何度も結婚を申し込んでくれているのだが、マルティナは色よい返事をすることができないでいる。

「僕を好きだというのは自惚れじゃないよね？」

「もちろんです。エリアスさまのことは好きです……」

「やっぱり、まだ不安？」

　柔らかく問われて、マルティナは小さく頷く。

　婚姻期間中、夫婦らしいことはなにもなかったが、ドルフと結婚していたのは事実なのだ。出戻りである自分がエリアスと結婚したら、周囲がなんと言うだろう。

　それが彼の足をひっぱることになるのはいやだ。マルティナはそんな気持ちから、エリアスの求婚に応えられずにいた。

「そうそう、マルティナ。先日やっと論文が完成したよ。準備が整ったら学会で発表する手筈になっている」

「えっ、本当ですか？　それはおめでとうございます」

　エリアスがずっと取り組んできた彗星軌道の研究だが、マルティナはこれまで以上に彼に協力して、星の観測や軌道計算、その他にも様々な助言をしてきた。

　マルティナのおかげでこんなに早く研究を進めることができた、と言ってくれたのは、ただのお世辞ではないと自分でも感じている。

　久々に触れる天文学は楽しくて、自分は星が好きだと改めて実感した。

　あの日々が、論文という形になって世に出るのは喜ばしいことだ。

「エリアスさまはきっと天文学の世界に名を残しますね」

「それはきみも同じだ、マルティナ。論文にはきみの名も共著として連ねさせてもらった」

「……え!?」

　そんなことは一言も聞いていない。

「な、なんでそんなこと」

「実際、研究の終盤はきみの力なくして完成しなかったからね」

「だからって……」

「これできみは天文学の世界じゃ有名な女性研究者だ。学生時代、切磋琢磨した二人は大人になって再会し、協力して研究を完成させる。そんな二人のあいだに愛が芽生えるのは当然だ」

「なんですか、それ」

「国民も納得のストーリーだよ。ドラマチックだろ？」

　エリアスはいたずらっぽく笑ってみせる。

「周囲からの評判が気になるようだけど、絶対に誰にもきみを悪く言わせないし、きみをなにからも守ると誓うよ」

「……わたしが心配していたのはエリアスさまのことです。わたしが妃になったら、悪く言われるのはエリアスさまなんじゃって」

　エリアスは目を見開く。

「そんなこと考えてたの？　僕はなにを言われようがちっとも気にならないのに。それに、僕たちの仲睦まじいところを公にすれば、国民も祝福すると思うけどな。学生時代から僕が焦がれてた相手と結ばれたって知れたら、それは喜ばしいことだろ？」

「そう……でしょうか」

「だから、余計なことなんて考えずに、選んでほしい。きみの未来について」

　エリアスは自分との結婚にどこまでも本気だ。

　――それは、マルティナだって同じ。

（結婚なんて興味がなかった。研究だけ続けていられれば幸せだと思っていたのにね）

　いつからか、マルティナにはさらに熱望するものができていた。

　貴族令嬢としての矜持だとか、家同士の関係だとか。そんなくだらないものをすべて取り払ってなお、自分には結婚したいと思える相手がいる。

「それって、すごく幸せなことね……」

「マルティナ？」

　マルティナは振り向くと、エリアスの頬に手を添え、そっと彼に口づけをする。

「――エリアスさまの隣が、わたしの一番輝ける場所です」

　たちまちエリアスの目元が潤み、ほんのりと目尻が赤く染まる。

「っ、マルティナ……！」

　ぐっと腰を引き寄せられて、深いキスに唇が塞がれる。

　彼の腕の中は温かく、幸せに満ちていた。

　マルティナはこの幸福が永遠であることを願った。
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